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私
は
此
小
論
に
於
て
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
學
の
方
法
が
如
何
な
る
生
の
膿
験
を
基
礎
こ
し
て
成
長

し
、
又
其
思
慮
に
而
て
規
定
さ
れ
た
其
方
法
の
特
性
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
っ
た
か
、
そ
れ
は
排
斥

さ
る
べ
き
敏
陥
ご
共
に
吾
々
に
激
ふ
べ
き
如
何
な
る
も
の
を
有
し
て
居
る
か
を
論
じ
て
見
た
い

ご
思
ふ
。

　
私
は
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
學
の
方
法
は
転
宿
論
的
世
界
槻
を
基
礎
こ
し
て
立
て
居
る
ご
考
へ
る
。

ス
ピ
・
・
ー
ザ
哲
學
の
最
高
課
題
は
存
在
の
認
識
で
あ
る
。
憺
、
怒
、
嘲
笑
等
の
戚
情
を
交
へ
る
事
な

く
物
を
そ
れ
宮
身
に
於
て
有
る
が
ま
、
に
理
解
す
る
事
で
あ
る
○
抽
象
か
ら
具
膿
血
．
な
る
も
の

へ
、
理
想
か
ら
存
在
へ
で
な
く
、
ま
さ
に
其
逆
の
方
向
が
哲
學
の
歩
む
べ
き
道
で
あ
る
。
　
ス
ピ
ノ
ー

ザ
に
從
へ
ば
完
全
、
不
完
全
、
善
、
悪
等
の
諸
々
の
煩
値
概
念
は
物
に
於
け
る
如
何
な
る
積
極
的
な
る

も
の
を
も
表
示
せ
す
し
て
、
實
際
は
軍
に
思
惟
の
楼
態
に
過
ぎ
な
い
。
此
機
な
慣
値
概
念
は
吾
々

が
或
る
種
に
属
す
る
字
義
を
総
て
同
「
の
定
義
を
以
て
表
現
し
、
斯
く
し
て
総
て
の
物
が
，
一
様
に

　
　
　
ス
ビ
ノ
ー
ザ
哲
學
の
方
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
五
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此
定
義
か
ら
誘
導
さ
れ
得
る
如
き
最
高
完
全
性
を
實
現
し
得
る
ご
鋼
蘭
す
る
所
か
ら
襲
生
す
る

の
で
あ
る
。
從
っ
て
若
し
或
る
個
騰
の
活
動
が
此
完
全
性
に
矛
盾
す
る
時
は
吾
々
は
そ
れ
を
鉄

砂
あ
る
も
の
益
し
き
も
の
ε
剣
断
ず
る
。
だ
が
「
帥
は
物
を
抽
象
的
に
認
識
も
し
な
け
れ
ば
叉
此

如
き
「
般
的
定
義
を
も
形
成
し
な
い
」
（
㌍
㎞
①
津
お
）
。
自
然
の
正
し
き
認
識
は
紳
的
理
性
ご
カ
ご
が

富
鉱
に
出
て
與
へ
だ
二
尉
性
に
從
っ
て
物
を
認
識
す
る
事
で
あ
り
、
「
般
的
抽
象
的
定
義
の
下
に

包
括
さ
る
べ
く
強
制
す
る
事
で
は
な
い
○

　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
學
・
は
此
如
く
實
在
の
画
論
融
着
…
で
な
く
て
、
其
認
識
理
解
を
目
的
ご
す
る
が
而

も
そ
れ
は
究
極
に
於
て
は
一
の
面
面
的
課
題
，
帥
ち
人
間
性
の
完
成
ご
云
ふ
問
題
の
解
決
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
て
居
る
事
を
見
逃
し
て
は
な
ら
ぬ
Q
「
悟
性
改
善
論
」
の
出
端
に
掲
げ
ら
れ
π
、
絡
て
の

世
俗
的
生
活
の
塞
し
き
四
点
に
謝
す
る
懐
疑
ご
永
遠
、
最
高
の
善
に
甥
す
る
燃
ゆ
る
如
き
憧
…
憬
ご

を
物
語
る
彼
の
生
活
書
幅
の
告
自
は
充
分
に
こ
れ
を
謹
明
し
て
居
る
。
彼
の
問
題
は
輩
に
認
識

課
題
の
解
決
で
な
く
て
、
生
活
方
向
の
選
澤
で
あ
っ
た
。
デ
カ
ル
ト
ご
ス
ピ
ノ
ー
ザ
ご
を
識
別
す

る
も
の
は
前
者
の
問
題
呈
出
の
認
識
論
的
傾
向
に
聴
す
る
後
者
の
實
践
的
傾
向
で
あ
る
。
「
精
騨

は
知
る
事
多
き
に
從
っ
て
、
そ
れ
は
三
々
多
く
そ
れ
自
身
の
カ
と
自
然
の
秩
序
ε
を
認
識
す
る
、
が

自
己
の
力
を
よ
り
ょ
く
認
識
す
る
に
從
っ
て
そ
れ
は
よ
り
容
易
に
慮
己
自
身
を
指
導
し
、
且
自
己
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に
規
期
を
與
へ
る
事
が
忠
來
る
Q
そ
し
て
自
然
の
秩
序
を
よ
り
ょ
く
知
る
に
從
っ
て
、
そ
れ
は
盆

々
容
易
に
無
用
な
る
物
か
ら
離
れ
る
事
が
可
能
ご
な
る
。
而
て
叢
に
全
方
法
が
成
立
す
る
」

（
》
喜
窪
毎
巷
α
q
嘗
2
’
島
。
目
既
9
0
毎
昌
”
σ
q
餌
＄
＜
。
隣
9
＆
①
P
卸
。
）
○
存
在
の
問
題
は
斯
く
て
究
極
に
嘗
て
は
實

蹟
的
問
題
で
あ
る
。
軍
な
る
思
惟
で
な
く
て
實
践
重
事
實
的
人
間
の
み
が
存
在
を
把
握
し
得
る
。

存
在
を
認
識
す
る
者
は
又
存
在
で
あ
る
。
存
在
は
「
存
在
の
胸
象
、
帥
ち
霞
己
自
身
の
醤
象
ざ
し
て

の
存
在
」
こ
し
て
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
濾
（
岡
。
器
き
欝
O
F
緯
毒
島
馨
N
O
鮎
巽
℃
窪
○
の
○
喜
一
①
ユ
霧
N
島
ξ
皆
誇
い
）
。

ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
槻
察
し
た
人
間
は
孤
立
さ
れ
た
理
論
的
精
神
的
人
聞
で
な
く
、
冷
然
及
び
席
書
に

総
て
其
一
部
分
こ
し
て
，
生
を
享
黒
し
、
自
己
の
能
力
を
能
ふ
る
だ
け
饗
展
せ
し
め
ん
ど
す
る
精
騨

的
物
理
的
統
一
ご
し
て
の
生
け
る
入
間
で
あ
る
○
彼
は
此
如
き
現
實
的
實
践
的
入
間
を
、
細
根
祇

ご
し
て
の
自
然
ご
共
に
彼
の
暫
學
の
唯
一
の
封
象
こ
す
る
。
だ
が
理
論
は
實
践
に
山
て
規
定
さ

れ
る
如
く
、
逆
に
實
践
は
又
理
論
に
由
て
規
定
さ
れ
る
。
　
理
論
の
誤
れ
る
實
践
化
、
函
然
の
誤
れ
る

人
間
化
こ
そ
ス
ビ
ノ
ー
ザ
の
極
力
排
斥
す
る
所
で
あ
る
。
眞
に
實
践
を
指
導
し
得
る
逃
論
は
實

践
ご
理
論
の
混
濡
物
で
な
く
、
却
て
理
論
自
身
の
本
質
を
獲
り
な
く
獲
揮
し
得
た
も
の
に
限
ら
れ

て
居
る
。
純
な
る
理
論
は
理
想
や
當
爲
の
確
立
で
な
く
、
實
在
に
於
て
働
く
方
則
の
認
識
で
あ
る
Q

糞
意
昧
に
於
て
「
轟
然
の
認
識
は
自
然
の
み
か
ら
求
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
」
の
で
あ
り
門
哲
學
は
軍
に

　
　
　
ス
ヒ
ノ
ー
ザ
哲
雌
・
の
方
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
六
七
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岡
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山
門
八

自
然
か
ら
誘
遵
さ
れ
得
る
」
の
で
あ
る
（
目
5
0
δ
讐
蓉
『
勺
。
洋
隔
ω
早
算
8
邑
辞
欝
ω
・
ぶ
O
戸
州
・
δ
Q
。
）
o
　
ス
ピ
ノ
ー

ザ
は
倫
理
學
を
以
て
一
定
の
生
活
襟
式
ご
解
し
た
。
だ
が
此
生
活
療
式
は
實
践
の
道
義
論
的
研

究
で
な
く
て
、
寧
ろ
麿
然
及
び
自
然
に
於
け
る
入
間
の
地
位
の
科
學
的
探
究
か
ら
獲
生
す
る
。
　
ス

ピ
ノ
ー
ザ
に
ご
つ
て
は
一
般
に
存
在
の
二
李
面
師
ち
存
在
ご
、
其
根
源
を
他
の
超
、
経
験
的
世
界
に

於
て
持
つ
當
爲
の
擁
立
は
存
在
し
得
な
い
。
倫
理
學
は
政
治
學
ざ
同
様
に
自
然
及
び
入
間
性
の

存
在
論
の
上
に
立
っ
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
既
に
論
じ
た
機
に
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
學
は
實
蹟
ビ
理
論
、
入
間
學
ご
膚
然
滅
罪
の
綜
合
で
あ
る
。

そ
れ
は
部
分
，
の
素
立
的
機
能
を
否
定
す
る
の
で
な
く
、
却
て
そ
れ
を
徹
底
的
に
饗
議
せ
し
め
る
事

に
由
て
、
統
一
さ
れ
る
生
け
る
綜
合
で
あ
る
。
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
は
雪
気
の
人
間
化
を
排
斥
す
る
如
く
、

人
間
の
自
然
化
を
も
亦
排
斥
す
る
。
彼
の
所
謂
自
然
罪
源
を
以
て
入
間
ε
威
性
的
非
理
性
的
自

然
こ
の
混
同
の
産
物
た
る
悪
し
き
意
味
の
自
然
主
義
ご
同
一
競
し
た
な
ら
ば
、
そ
れ
は
非
常
な
誤

り
で
あ
る
。
彼
は
人
間
の
實
践
．
自
由
を
否
定
す
る
の
で
は
な
い
。
た
“
彼
は
人
間
の
實
践
、
自
由
．

は
存
在
の
理
解
、
自
然
の
認
識
を
根
雪
ご
し
て
始
め
て
可
能
で
あ
り
、
こ
れ
を
離
れ
て
は
實
は
軍
な

る
理
論
、
實
践
を
敏
一
理
論
に
過
ぎ
な
い
事
を
説
く
の
で
あ
る
。
「
何
庭
に
も
存
在
し
な
い
人
間
性

を
あ
ら
ゆ
る
調
子
で
以
て
賞
讃
し
、
こ
れ
に
反
し
て
現
實
に
存
在
す
る
入
間
性
を
あ
ら
ゆ
る
言
葉
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で
以
て
非
難
す
る
」
里
程
眞
の
人
間
學
の
本
質
に
遠
き
も
の
は
な
い
○
眞
の
人
問
學
は
人
間
を
「
希

望
に
從
っ
て
か
く
あ
る
べ
き
様
」
に
で
な
ぐ
「
實
際
あ
る
が
ま
、
に
」
認
識
す
る
の
で
あ
る
（
℃
○
洋
圃
。
。
o
げ
霞

裂
目
巴
暮
辞
押
吻
同
）
。
入
間
の
存
在
よ
り
の
解
放
は
存
在
の
入
間
よ
り
の
解
放
を
前
提
ご
す
る
。
斯
く

し
て
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
學
の
出
登
瓢
を
成
す
も
の
は
認
識
論
で
な
く
て
本
膿
論
で
あ
る
。
そ
れ
の

求
め
る
も
の
は
認
識
の
根
擦
で
な
く
て
存
在
の
根
蝶
で
あ
り
、
理
性
で
な
く
て
総
て
他
の
物
が
依

存
す
る
本
艦
で
あ
る
。
本
甲
ご
は
「
自
身
の
中
に
在
り
、
且
自
身
に
由
て
理
解
さ
れ
る
も
の
」
（
国
辱
油
『

督
U
。
聖
錠
書
。
）
と
定
義
さ
れ
る
が
こ
れ
は
　
見
極
め
て
抽
象
的
な
概
念
規
定
に
由
て
、
人
間
的
思

惟
に
樹
す
る
自
然
の
存
在
の
自
律
性
を
主
張
せ
る
も
の
に
外
な
ら
な
い
。
全
景
ε
し
て
の
自
然

は
個
々
の
自
然
物
、
從
っ
て
叉
人
間
よ
り
濁
重
し
て
そ
れ
自
照
に
於
て
存
在
し
、
そ
れ
自
身
の
中
か

ら
、
そ
れ
に
於
て
働
く
力
、
方
則
か
ら
理
解
さ
る
べ
き
絶
謝
的
に
無
限
な
る
存
在
で
あ
る
。
本
号
ご

は
此
如
き
膚
然
の
生
の
絶
溶
性
、
無
限
性
の
概
念
的
表
現
で
あ
る
℃
思
惟
ビ
存
在
ε
の
眞
の
關
係

は
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
云
ふ
如
く
存
在
が
主
語
で
あ
り
、
思
惟
が
述
語
で
あ
る
威
に
成
り
立
つ
つ

思
惟
は
存
在
か
ら
出
る
が
存
在
は
思
惟
か
ら
出
で
な
い
（
司
①
円
座
9
。
F
＜
○
誌
剛
堅
鴇
目
9
。
。
曾
N
同
時
配
。
厭
一
ご

自
2
楠
町
霧
。
℃
ぼ
ρ
ω
ン
＜
●
v
ψ
8
ω
）
。
吾
々
は
悟
性
に
持
て
如
何
な
る
意
味
を
も
自
然
に
強
ひ
る
の
で

は
な
い
。
吾
々
は
た
い
自
然
の
書
を
魏
課
し
解
説
す
る
だ
け
で
あ
る
。
「
哲
學
者
は
爵
然
が
彼
等

　
　
　
ス
ビ
ノ
ー
ザ
哲
鳳
堕
の
方
法
に
瀞
脳
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
ハ
九
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一
百
山
ハ
十
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七
〇

に
服
着
す
る
の
で
な
く
、
彼
等
が
自
然
に
服
寄
す
る
事
を
欲
す
る
ス
目
6
0
げ
駐
ω
。
午
℃
9
凶
昏
9
頸
日
邑
く
3
∬

ω
二
8
）
。

　
抑
も
十
六
世
紀
の
後
編
よ
り
言
入
澄
紀
の
初
期
に
至
る
近
代
的
汎
濫
論
1
・
其
主
要
な
代
表

者
こ
し
て
吾
々
は
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
興
味
あ
る
記
述
に
從
ひ
、
ブ
ル
蜜
ノ
、
ス
ピ
ノ
竃
ザ
、
ゲ
ー
ヲ
及
び

シ
ヤ
フ
ッ
ベ
リ
二
等
を
暴
げ
る
事
が
出
來
る
で
あ
ら
う
一
の
中
核
を
成
す
も
の
は
人
間
を
輩

」
に
其
一
部
分
こ
し
て
含
み
、
そ
れ
ご
は
猫
立
に
そ
れ
自
膿
に
於
て
存
在
す
る
宇
宙
的
生
の
確
固
た

る
懸
濁
意
識
で
あ
り
、
入
間
中
心
主
義
に
謝
す
る
宇
宙
中
心
主
義
で
あ
る
Q
汎
無
論
証
言
辮
哲
學

の
歴
史
的
意
義
は
理
性
に
由
る
紳
の
現
實
化
、
理
性
に
於
け
る
紳
學
の
止
揚
の
中
に
存
す
る
○
紳

は
永
遠
無
限
の
本
質
を
表
示
す
る
無
限
に
多
く
の
属
性
よ
り
成
る
本
吉
で
あ
る
。
だ
が
汎
騨
論

は
紳
の
属
性
が
人
間
の
理
解
力
を
縄
謝
に
凌
駕
す
る
ご
云
ふ
有
帥
論
的
不
可
知
論
を
否
定
す
る
。

絶
封
者
は
ブ
ル
ー
ノ
の
云
ふ
如
く
理
解
す
る
も
の
で
あ
る
ご
同
時
に
理
解
さ
れ
る
も
の
、
印
ち
主

槻
i
客
槻
で
あ
る
。
思
惟
及
び
思
惟
に
由
て
指
導
さ
れ
る
行
動
の
究
極
的
動
因
を
彼
岸
よ
り
此

岸
へ
移
し
入
れ
る
事
、
全
理
性
を
實
在
の
中
へ
復
蹄
せ
し
め
る
事
、
叢
に
汎
帥
論
の
偉
大
な
る
歴
吏

的
業
績
が
在
る
。
「
淋
は
総
て
の
物
の
内
在
的
原
因
で
あ
っ
て
超
越
的
原
因
で
は
な
い
」
（
国
昏
‘
押
ご

H
。
。
）
。
若
し
吾
々
は
紳
の
外
・
に
世
界
を
有
し
な
い
な
ら
ば
同
様
に
叉
世
界
の
外
に
帥
を
有
し
な
い
○



　
「
聯
は
其
本
質
上
一
定
の
場
所
に
予
て
“
な
く
、
到
る
庭
に
存
在
す
る
。
物
質
は
至
る
所
に
於
て
同

　
　
一
で
あ
り
、
帥
は
世
界
の
外
、
入
が
假
定
す
る
如
き
想
像
的
室
間
に
当
て
現
は
れ
な
い
」
（
田
’
濃
）
。
汎

　
紳
論
は
斯
く
て
一
方
に
於
て
は
紳
の
實
在
化
で
あ
り
、
他
方
に
於
て
は
實
在
の
紳
化
で
あ
る
。
だ

　
か
ら
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
は
ス
ピ
ノ
訂
ザ
の
汎
帥
論
を
批
些
し
て
槻
念
的
野
紳
論
堕
ち
有
帥
論

　
か
ら
實
在
活
魚
紳
論
へ
の
轄
化
を
成
す
ご
云
ふ
の
で
あ
る
（
周
2
①
＆
p
。
F
O
窺
巳
ω
鋒
N
①
9
曾
℃
鑑
○
の
○
℃
ぼ
㊦

　
無
⑦
畦
N
嘗
犀
厳
薄
噂
㈲
二
）
o

　
　
ス
ピ
ノ
1
ザ
の
聯
の
實
在
化
の
徹
底
性
は
彼
が
紳
の
属
性
の
一
ご
し
て
思
惟
ε
同
時
に
延
長

　
を
加
へ
沈
慮
に
見
る
事
が
出
來
や
う
。
有
紳
論
は
紳
を
純
粋
に
非
物
質
的
存
在
ε
し
て
表
象
す

　
る
。
紳
は
人
間
芝
同
機
に
意
志
、
悟
性
、
戚
情
を
持
つ
人
格
的
精
帥
的
存
在
で
あ
る
ご
考
へ
る
。
だ

　
が
こ
れ
は
正
し
く
帥
の
入
間
化
、
存
在
の
思
念
化
に
外
な
ら
な
い
。
絶
灘
精
帥
ご
し
て
の
帥
は
人

　
間
の
有
限
的
精
帥
の
外
へ
の
投
影
で
あ
り
、
甥
象
化
に
過
ぎ
ぬ
。
從
っ
て
か
、
る
絶
樹
精
帥
の
前

　
に
於
て
は
物
質
は
假
象
の
中
へ
解
游
す
る
。
有
心
論
に
ご
つ
て
は
物
質
は
解
く
可
ら
ざ
る
謎
で

　
あ
り
、
越
え
る
事
の
華
甲
な
い
限
界
で
あ
る
。
だ
が
世
界
は
輩
・
な
る
観
念
で
は
な
い
。
そ
れ
は
思

　
惟
す
る
ご
同
時
に
延
長
す
る
物
質
で
あ
る
。
而
て
物
質
を
生
産
す
る
物
は
又
物
質
で
な
け
れ
ば

71

E
な
ら
ぬ
。
黒
瀬
的
世
界
は
紳
の
認
識
か
ら
で
な
く
、
観
念
が
思
惟
の
属
性
か
ら
逸
る
ご
同
一
の
必

　
　
　
　
　
ス
ビ
ノ
書
ザ
哲
墨
・
の
方
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

七
一
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折
口
風
鷺
娩
究
一
　
第
｝
日
六
十
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
二

然
性
を
以
て
他
の
屡
野
師
ち
延
長
か
ら
登
生
す
る
○
斯
く
て
初
め
て
跡
は
世
界
の
軍
な
る
槻
念

的
原
因
か
ら
座
払
的
原
因
ご
な
る
事
が
忠
來
る
。
憩
は
単
な
る
観
念
で
は
な
く
、
存
在
で
あ
b
、
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
・
讐

然
で
あ
る
。
帥
を
其
量
に
於
て
不
墾
、
無
限
な
宇
宙
の
物
理
的
全
機
ビ
考
へ
る
事
は
既
に
コ
ペ
ル

ニ
ク
ス
の
天
文
學
に
由
て
支
持
さ
れ
た
ブ
ル
ー
ノ
の
汎
紳
論
の
中
に
紳
秘
的
形
態
に
於
て
存
在

し
て
居
た
の
で
あ
っ
て
、
吾
々
は
彼
に
於
て
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
所
謂
ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
於
け
る

紳
學
的
唯
物
論
の
淵
源
を
知
る
事
が
出
穿
る
で
あ
ら
う
。
水
は
水
こ
し
て
は
生
滅
す
る
が
本
膿

こ
し
て
は
生
滅
し
な
い
。
存
在
こ
し
て
の
存
在
の
本
質
は
郎
ち
自
然
の
本
質
で
あ
り
、
又
淋
の
本

質
で
あ
る
。
時
間
的
生
成
は
自
然
の
諸
形
態
に
及
ぶ
が
自
然
の
本
質
に
は
及
ば
な
い
。
物
質
の

永
遠
性
及
び
無
限
性
を
認
め
さ
へ
す
れ
ば
そ
れ
が
棘
の
性
質
に
値
し
な
い
ご
云
ふ
事
は
少
く
ご

も
帥
を
現
實
的
生
の
理
解
原
理
ご
し
て
解
す
る
者
に
ご
つ
て
は
断
じ
て
云
ひ
得
な
い
事
で
あ
ら

う
（
ぐ
吋
一
・
国
け
げ
」
飼
H
－
H
9
｝
づ
B
●
N
）
○

　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
方
法
論
的
研
究
の
根
本
原
理
は
思
惟
の
前
に
存
在
、
哲
學
の
前
に
旨
然
が
先
行

し
，
前
者
の
眞
理
性
は
後
者
ビ
の
忠
實
な
る
一
致
、
台
墨
實
な
る
反
映
に
在
る
ご
云
ふ
甲
羅
論
的
確

信
で
あ
る
。
「
眞
の
暮
露
は
其
謝
象
ご
一
致
せ
ね
ば
な
ら
婁
（
和
げ
ご
眞
○
盛
q
ω
9
寅
ひ
）
。
「
槻
念
の
秩
序

及
び
聯
結
は
物
の
秩
序
及
び
聯
結
ご
】
同
一
で
あ
る
」
（
国
け
ゲ
．
H
押
H
｝
刈
）
。
從
っ
て
方
法
論
の
目
的
は
「
吾



rt　3

々
の
精
髄
が
出
來
る
だ
け
自
然
の
形
式
性
を
全
膿
及
び
部
分
に
於
て
客
槻
的
に
反
映
す
る
如
き

仕
方
に
於
て
概
念
を
結
合
し
，
排
列
す
べ
く
努
力
す
る
」
（
㌧
r
ぴ
。
⇔
噴
創
。
日
，
猷
芦
旨
．
創
’
～
N
O
厭
．
励
O
囲
）
威
に
在
る

の
で
あ
る
。
吾
々
は
後
に
詳
し
く
論
ず
る
で
あ
ら
う
如
く
に
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
方
法
は
其
唯
理
生

義
的
特
性
の
爲
に
其
出
登
黙
た
る
層
群
論
ご
は
全
然
逆
の
黒
駒
論
へ
の
縛
化
の
危
機
ぜ
含
む
黙

に
於
て
全
部
的
是
認
を
與
へ
得
な
い
ご
は
云
へ
、
術
其
基
礎
を
成
す
世
界
槻
は
嚴
密
な
る
論
理
的

衣
裳
を
着
た
一
種
の
生
の
哲
學
こ
し
て
吾
々
の
深
い
關
心
を
喚
起
す
る
事
實
を
否
定
出
資
な
い

で
あ
ら
う
。
ダ
ー
ク
ご
ス
ピ
ノ
ー
ザ
ご
を
結
合
せ
し
め
た
も
の
は
正
し
く
手
生
、
此
世
界
の
肯
定

で
あ
っ
た
。
ゲ
ー
テ
は
ゲ
イ
ル
タ
イ
の
説
く
麩
に
從
へ
ば
決
し
て
斜
な
る
ス
ピ
ノ
ー
ザ
主
義
者

で
な
く
て
此
爾
者
の
間
に
は
越
ゆ
可
ら
ざ
る
大
き
な
間
隙
が
存
在
す
る
が
（
其
間
隙
の
何
で
あ
る

か
は
後
に
至
て
明
か
に
な
る
で
あ
ら
う
）
而
も
前
者
の
世
界
槻
の
出
篭
耳
を
成
す
も
の
は
後
者
か

ら
探
用
さ
れ
た
「
存
在
ご
完
全
性
の
概
念
ご
は
同
一
で
あ
る
」
ご
云
ふ
命
題
で
あ
っ
た
（
U
岸
げ
ざ
を
。
苧

霧
ω
9
鋤
葺
岳
σ
q
鐸
含
影
一
遂
o
Q
o
ω
竃
窪
ω
o
げ
讐
ψ
①
律
園
窪
蝕
ω
ω
磐
。
①
二
・
閃
o
h
O
慧
出
ρ
什
δ
亭
ω
．
も
G
。
聖
）
。
彼
は
ス
ピ
ノ
ー

ザ
に
於
て
「
涙
の
谷
」
て
う
中
世
的
基
督
敏
的
世
界
観
に
野
立
す
る
憩
、
自
然
及
び
人
間
の
全
然
だ
る

此
岸
的
把
握
を
見
た
の
で
あ
っ
た
。
自
然
は
過
失
を
犯
さ
な
い
。
自
然
物
を
　
般
的
定
義
に
從

っ
て
や
な
く
、
輩
に
其
性
質
、
能
力
に
從
っ
て
在
り
の
ま
、
に
認
識
し
た
な
ら
ば
総
て
は
完
全
で
あ

　
　
　
ス
け
ノ
ー
ザ
哲
學
の
方
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
三
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鰍
誓
學
研
究
　
第
百
山
ハ
十
山
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
四

う
、
叉
こ
れ
が
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
許
容
す
る
唯
一
の
完
全
性
の
意
味
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
叢
に
云

ふ
完
全
性
は
自
然
ご
一
般
的
抽
象
的
定
義
こ
の
比
較
に
基
附
く
の
で
な
く
、
任
意
の
物
が
或
る
唄

定
の
仕
方
に
於
て
存
在
し
、
活
動
す
る
限
り
、
其
物
に
特
有
の
本
質
ビ
解
さ
る
べ
き
で
あ
る
か
ら
で

あ
る
。
　
総
て
の
物
は
自
然
の
秩
序
に
從
っ
て
必
然
的
に
生
超
す
る
限
り
、
物
に
属
す
べ
き
も
の
が

負
け
て
居
る
ご
云
ふ
意
味
に
於
て
の
自
然
の
過
失
は
無
学
味
ご
云
は
ね
ば
な
ら
澱
（
＜
頓
困
．
国
昏
二
H
＜
”

＜
○
霞
包
。
）
。
斯
く
考
へ
來
る
時
、
生
の
完
全
性
の
意
識
、
生
の
偏
見
に
囚
は
れ
な
い
理
解
は
個
物
に
於

て
共
通
に
働
く
生
の
秩
序
の
認
識
に
基
附
く
事
を
知
る
の
で
あ
る
。
實
に
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
自
然

研
究
の
方
法
の
不
朽
の
功
績
は
斯
く
自
然
物
を
孤
立
的
部
分
的
に
で
な
く
、
全
膿
に
於
て
、
生
け
る

驕
聯
に
於
て
把
握
す
る
事
を
殺
べ
る
庭
に
在
る
。
自
然
は
一
方
に
於
て
は
こ
の
或
は
か
の
場
所
、

時
間
に
於
て
存
在
す
る
有
限
的
応
化
的
個
物
の
系
列
ご
他
方
に
於
て
は
そ
れ
な
く
し
て
は
個
物

は
存
在
且
理
解
し
得
な
い
噛
癖
的
論
定
的
な
物
の
系
列
よ
り
成
る
○
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
は
自
然
を
個

心
し
た
運
動
、
薫
化
な
き
死
物
の
如
く
考
へ
だ
こ
云
ふ
想
定
は
彼
の
所
謂
幾
何
學
的
方
法
の
名
に

囚
は
れ
た
謬
見
で
あ
ら
う
。
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
物
禮
の
定
義
に
從
へ
ば
総
て
の
物
膿
は
運
動
の
中

か
、
或
は
静
止
の
中
に
在
り
、
物
論
相
互
の
匪
別
は
扇
動
及
び
静
止
，
迅
速
及
び
邊
緩
に
漏
し
て
の
み

可
能
で
あ
る
（
国
汁
7
H
H
”
O
毎
鼠
舞
富
H
u
H
し
畠
p
・
㌶
N
こ
。
彼
は
叉
デ
カ
ル
ト
の
想
定
せ
る
如
き
静
止
せ
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る
物
質
か
ら
物
膿
の
存
在
を
謹
明
す
る
事
は
不
可
能
で
あ
る
ご
云
て
居
る
（
b
J
ゴ
Q
。
囲
）
。
或
は
云
。
ふ

で
あ
ら
う
、
時
間
に
調
し
て
思
惟
形
式
以
上
の
實
在
的
意
義
を
認
め
な
い
ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
於
て
は

到
底
蓮
動
や
…
野
地
の
個
有
の
意
昧
が
容
認
さ
れ
る
筈
は
な
い
ご
。
此
抗
議
は
確
か
に
正
時
で
あ

る
。
だ
が
吾
々
は
前
髪
ス
ピ
ノ
ー
ザ
は
時
間
に
謝
し
て
い
な
く
ご
も
省
そ
れ
ご
聖
別
さ
る
べ
き

弔
客
に
上
し
て
醤
象
性
を
容
認
せ
る
事
に
由
り
、
自
然
の
運
動
、
墾
化
の
實
在
性
が
淡
し
て
否
定
さ

れ
下
る
に
非
ざ
る
事
に
注
意
す
べ
き
で
あ
る
。
三
脚
ε
は
「
存
在
の
不
定
な
る
縫
績
」
で
あ
る
（
国
昏
．

琴
U
卑
U
）
o
持
績
は
吾
々
が
被
創
造
物
の
存
在
を
そ
れ
等
が
其
實
在
を
維
持
す
る
に
癒
じ
て
理

解
す
る
特
性
で
あ
る
。
被
創
造
物
の
存
在
は
必
ず
持
綾
的
で
あ
る
。
何
故
な
ら
ば
被
創
造
物
の

存
在
は
其
物
の
本
質
に
由
て
決
定
さ
れ
す
、
自
然
の
秩
序
に
基
附
き
他
の
被
創
賜
物
に
山
て
決
定

さ
れ
、
其
限
り
不
定
の
織
綾
を
持
つ
か
ら
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
て
本
艦
の
存
在
は
其
永
遠
な
る

本
質
か
ら
必
然
的
に
誘
導
さ
れ
る
限
り
、
永
濾
と
云
ふ
。

　
此
如
く
能
産
的
自
然
た
る
帥
よ
り
聖
別
さ
る
べ
き
所
産
的
自
然
の
存
在
は
良
然
の
秩
序
に
由

て
決
定
せ
ら
れ
然
る
限
り
に
於
て
尉
然
の
一
部
分
と
し
て
の
み
具
膿
的
に
理
解
さ
れ
得
る
の
で

あ
る
。
「
総
て
の
物
膿
は
他
の
物
禮
に
撃
て
園
緯
さ
れ
或
る
｛
定
の
仕
方
で
存
在
し
、
活
動
す
べ
く
、

相
互
的
に
規
定
さ
れ
る
、
ご
同
時
に
他
方
で
は
運
動
ご
静
止
の
關
係
は
宇
宙
全
騰
に
於
て
は
常
に

　
　
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
折
筒
學
の
方
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

・
七
五
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哲
學
研
究
　
餓
4
日
山
ハ
十
山
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
晶
ハ

同
一
と
し
て
留
ま
っ
て
居
る
。
斯
く
し
て
各
々
の
物
上
は
「
定
の
仕
方
で
墾
容
さ
れ
た
も
の
ε

し
て
存
在
す
る
限
り
、
宇
宙
の
全
膿
ε
叫
致
し
、
他
の
物
禮
ε
關
平
す
る
、
全
宇
宙
の
一
部
分
ご
し
て

把
握
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
だ
が
宇
宙
の
本
性
は
階
調
的
に
無
限
で
あ
る
故
に
、
此
無
限
な
カ
の
本

性
に
由
て
其
部
分
は
無
限
な
仕
方
で
影
響
さ
れ
、
無
限
な
る
墾
化
を
受
け
ね
ば
な
ら
ぬ
」
（
犀
・
鴛
）
o

叢
に
引
用
し
た
ス
ピ
ノ
「
ザ
の
言
葉
に
満
て
吾
々
は
彼
の
自
然
観
の
本
禮
を
遣
憾
な
く
知
る
事

が
出
賜
る
。
そ
れ
は
「
方
に
於
て
は
全
宇
宙
の
単
動
及
び
静
止
の
關
係
の
不
歯
性
を
想
定
窟
る

ご
共
に
、
他
方
で
は
個
々
の
自
然
物
を
他
物
及
び
全
艦
ご
の
醐
聯
調
和
に
於
て
絶
え
ざ
る
墾
化
、
運

動
の
流
れ
の
中
に
馬
持
せ
し
め
る
の
で
あ
る
。
此
様
に
自
然
の
無
限
な
る
墾
化
を
宇
宙
全
匿
ピ

の
緊
密
な
る
關
聯
に
於
て
把
握
す
る
ご
云
ふ
意
味
に
於
て
力
學
的
で
あ
る
ご
同
時
に
其
燈
的
な

自
然
槻
は
デ
ボ
ー
ジ
Z
及
び
エ
ン
ゲ
ル
ス
に
由
て
ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
於
け
る
丁
半
飢
法
的
思
想
の
萌

芽
ご
し
て
指
摘
さ
れ
て
居
る
の
で
あ
っ
て
（
O
①
ぴ
＆
ジ
U
δ
謡
⑦
冨
蕊
魯
騨
琵
蕗
ω
冨
δ
N
軽
口
二
巴
一
夏
已
窪
戸
r

U
①
び
○
同
旦
ω
皿
8
養
ω
ω
け
e
一
ぎ
謬
言
⊆
葺
く
○
義
。
ω
〇
三
熱
器
号
も
。
9
巴
Φ
簿
冨
魯
。
昌
鑑
碧
葦
屋
犀
ω
琶
暴
”
ω
・
ひ
0
3
国
ゐ
。
溶

く
○
増
鍵
ぴ
。
詳
○
箒
N
ε
ゴ
層
＾
へ
｝
一
眠
山
∪
鋤
げ
円
∬
5
ひ
q
“
こ
レ
由
舞
匿
－
国
類
ひ
q
o
ポ
浮
同
9
昌
く
”
H
炉
ω
・
廿
。
。
）
、
ゲ
イ
ル
タ
イ
が
∴
一
山
ハ
、
七
世
紀
に

於
け
る
人
間
概
念
の
完
成
ビ
し
て
推
賞
す
る
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
入
聞
學
は
か
＼
る
具
膿
的
力
學
的

慮
然
研
究
方
法
の
入
間
生
活
へ
の
「
適
用
に
過
ぎ
な
い
。
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自
然
を
有
り
の
ま
、
に
盗
心
在
性
に
於
て
理
解
す
る
ご
云
ふ
事
は
自
然
を
自
然
の
秩
序
に
從

っ
て
認
識
す
る
ご
云
ふ
事
で
あ
る
ご
は
今
吾
々
の
ネ
ピ
ノ
ー
ザ
に
就
て
知
っ
た
慮
で
あ
る
。
膚

然
は
人
聞
的
思
惟
ご
は
猫
立
に
そ
れ
二
男
に
於
て
固
有
の
秩
序
に
從
ひ
、
磁
化
し
運
動
す
る
生
命

で
あ
り
存
在
で
あ
る
。
人
聞
の
住
む
地
球
は
一
の
太
陽
系
内
の
「
遊
星
で
あ
り
、
後
者
は
又
全
禮

的
宇
宙
の
無
限
な
る
獲
展
の
一
階
段
に
…
過
ぎ
な
い
の
で
あ
っ
て
、
か
、
る
世
界
過
程
の
秩
序
へ
の

館
依
服
從
に
於
て
混
信
論
的
生
活
理
想
が
成
立
す
る
の
で
あ
る
。
だ
が
此
宇
宙
の
秩
序
。
相
互
作

用
ご
は
如
何
な
る
も
の
で
あ
ら
う
か
ご
云
ふ
に
そ
れ
は
因
果
律
五
二
係
こ
し
て
規
定
さ
れ
る
。

斯
く
て
吾
々
は
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
決
定
論
に
燭
れ
る
事
と
な
る
の
で
あ
る
。

　
上
士
論
の
根
本
命
題
を
成
す
も
の
は
世
界
は
帥
の
必
然
的
顯
現
で
あ
る
ご
云
ふ
事
で
あ
る
。

物
は
そ
れ
が
生
じ
旋
ご
異
れ
る
如
何
な
る
仕
方
に
於
て
も
、
叉
如
何
な
る
他
の
秩
序
に
於
て
も
紳

か
ら
生
す
る
事
は
出
來
な
い
。
自
然
の
中
に
は
如
何
な
る
奇
蹟
も
偶
然
も
存
在
し
得
な
い
。
総

て
の
宗
激
的
迷
信
は
理
性
に
於
て
や
な
く
、
た
や
諸
々
の
七
情
、
希
望
、
惜
し
み
、
怒
り
等
の
中
に
根
ざ

し
て
居
る
。
「
若
し
人
間
が
総
て
の
彼
等
の
事
件
を
｝
定
の
計
霊
に
從
っ
て
行
ひ
得
た
な
ら
ば
、
或

は
若
し
彼
等
が
常
に
幸
運
に
恵
，
ま
れ
て
居
た
な
ら
ば
、
彼
等
は
決
し
て
迷
信
に
囚
は
れ
な
か
っ
た

で
あ
ら
う
。
だ
が
彼
等
は
屡
々
策
の
施
し
襟
な
き
程
の
窮
境
に
略
り
、
且
彼
等
は
大
部
分
不
確
實

　
　
　
ス
ビ
ノ
蓄
ザ
哲
學
の
方
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
七
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哲
學
研
究
　
第
蕗
六
十
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
入

な
幸
編
財
貨
へ
の
無
制
限
な
努
力
に
於
て
希
望
ご
恐
怖
の
間
を
彷
肥
し
て
居
る
が
故
に
、
彼
等
の

心
は
大
抵
宙
分
に
氣
に
入
る
も
め
は
何
で
も
信
じ
勝
ち
で
あ
る
」
ご
聖
書
の
科
學
的
批
判
ご
し
て

卓
越
せ
る
地
位
を
占
む
べ
き
目
樹
8
ざ
ひ
q
同
ω
魯
弟
9
夢
。
げ
痺
8
養
簿
簿
の
序
言
の
二
七
に
於
て
ス
ピ
ノ
ー
ザ

は
斯
く
語
っ
て
居
る
。
だ
が
総
て
の
信
仰
は
軍
に
實
践
的
意
味
師
ち
服
從
を
敬
帥
ご
し
て
賞
し
、

反
抗
を
無
信
仰
こ
し
て
罰
す
る
の
意
味
し
か
持
た
な
い
。
翼
理
ご
誤
謬
の
合
肥
は
そ
れ
の
本
來

醐
せ
ざ
る
所
で
あ
る
。
か
く
し
て
理
性
を
説
得
す
る
爲
で
な
く
、
人
間
の
室
想
ご
表
象
能
力
に
訴

へ
て
敬
紳
の
念
を
強
め
ん
が
爲
に
奇
蹟
が
創
作
さ
れ
る
。
紳
は
恰
も
人
間
ご
同
標
に
目
的
の
爲

に
働
く
意
志
を
持
ち
．
入
間
の
爲
に
全
慮
然
を
創
造
し
、
且
入
間
の
二
男
の
爲
に
は
粛
然
法
期
ε
矛

盾
す
る
如
き
事
を
企
て
得
る
ご
云
ふ
迷
妄
が
こ
れ
ご
共
に
登
生
す
る
。
だ
が
唐
然
は
人
間
ご
同

機
に
目
的
を
以
て
働
く
と
云
ふ
廿
里
興
理
に
反
す
る
も
の
は
な
い
。
そ
れ
は
自
然
を
そ
れ
自
∵
身

の
中
か
ら
其
方
則
に
五
っ
て
理
解
す
る
の
で
な
く
、
唐
心
の
人
聞
化
で
あ
る
Q
「
哲
葉
者
は
自
然
が

彼
等
に
服
配
す
る
の
で
な
く
、
彼
等
が
自
然
に
服
濡
す
る
事
を
欲
す
る
。
何
故
な
ら
ば
彼
等
は
淋

が
自
然
を
人
間
の
特
殊
な
方
則
で
な
く
、
良
然
の
普
遍
的
方
則
が
要
求
す
る
が
如
く
に
指
導
し
、
斯

く
て
紳
は
軍
に
入
間
性
の
み
で
な
く
全
慮
然
に
就
て
顧
慮
す
る
事
實
を
明
白
に
知
て
居
る
か
ら
」

（
8
富
○
学
勺
O
P
目
網
野
F
¢
同
8
）
。
紳
の
指
導
発
意
ご
は
自
然
の
永
遠
不
動
の
因
果
律
的
秩
序
以
外
の
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何
物
で
も
な
い
。
総
て
の
物
は
自
然
的
原
因
に
從
っ
て
起
る
ご
云
ふ
の
も
総
て
の
物
は
紳
の
指

導
帥
意
に
從
っ
て
起
る
ご
云
ふ
の
も
全
然
同
一
で
あ
る
。
然
ら
ば
か
、
る
徹
底
し
た
決
定
論
に

覧
て
は
自
由
は
如
何
に
し
て
可
能
で
あ
ら
う
か
。
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
從
へ
ば
自
由
ε
必
然
性
ε
は

聖
句
鋼
立
す
る
も
の
で
は
な
い
。
自
由
に
調
労
す
る
も
の
は
「
強
制
」
叉
は
「
暴
力
」
N
≦
ρ
口
話
Q
⑦
毒
9
津
で
あ

っ
て
必
然
性
で
は
な
い
。
嚴
密
に
云
ふ
な
ら
ば
必
然
性
に
は
外
的
必
然
性
ビ
内
的
必
然
性
の
二

種
が
あ
り
、
外
物
に
よ
る
強
制
や
暴
力
は
前
者
に
属
し
、
後
者
の
み
が
眞
の
自
由
を
意
味
す
る
の
で

あ
る
。
帥
ち
白
昼
は
「
軍
に
其
性
質
の
必
然
性
に
依
て
存
在
し
，
且
輩
に
そ
れ
良
身
に
由
て
行
爲
に

決
定
さ
れ
る
も
の
」
ご
定
義
さ
れ
（
国
晋
●
二
．
U
①
協
●
N
）
、
斯
く
し
て
自
由
ご
必
然
性
ご
は
「
自
由
な
る
必

然
性
」
の
概
念
に
由
て
統
一
さ
れ
る
。
淋
の
自
由
ご
は
此
如
き
も
の
で
あ
る
。
無
決
定
は
其
の
旨

由
で
な
く
、
無
知
ご
疑
惑
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
こ
れ
に
反
し
少
し
も
動
揺
せ
す
、
完
全
に
規
定

さ
れ
た
意
志
の
み
が
徳
で
あ
り
、
認
識
の
必
然
的
性
質
で
あ
る
。
紳
が
存
在
し
、
認
識
し
、
活
動
す
る

事
は
強
制
で
は
な
く
、
其
性
質
の
必
然
性
に
基
附
く
の
で
あ
る
（
＜
羅
切
7
忠
g
．
U
。
。
）
。
帥
ご
は
斯
く

て
精
紳
及
び
物
質
に
於
て
働
く
必
然
的
方
則
の
別
名
で
あ
り
、
超
自
然
的
奇
蹟
で
な
く
．
膚
然
的
原

因
に
從
っ
て
物
を
認
識
す
る
事
が
邸
ち
紳
を
認
識
す
る
事
な
の
で
あ
る
。

　
自
然
の
一
部
分
ご
し
て
の
入
問
も
亦
か
、
る
掛
然
必
然
性
か
ら
膚
由
で
あ
る
事
は
出
來
な
い

　
　
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
學
の
方
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
九
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鎚
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入
○

で
あ
ら
う
。
　
入
間
は
何
故
に
富
然
に
於
け
る
一
存
在
こ
し
て
の
自
己
を
「
王
國
中
の
王
命
」
の
如
く

に
信
じ
、
入
聞
が
自
然
の
秩
序
に
服
心
す
る
よ
り
も
寧
ろ
そ
れ
を
妨
害
し
、
再
応
行
動
に
虚
し
て
絶

封
の
カ
を
持
つ
ご
考
へ
る
の
で
あ
ら
う
か
。
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
從
へ
ば
そ
れ
は
入
間
は
軍
に
自
己

の
欲
望
を
意
識
す
る
が
其
欲
望
へ
導
く
原
因
を
意
識
し
な
い
所
に
基
附
く
の
で
あ
る
。
斯
く
て

乳
児
は
彼
が
自
由
に
乳
を
欲
望
し
、
怒
る
子
供
は
復
讐
を
、
臆
病
者
は
逃
亡
を
自
由
に
意
志
す
る
ご

信
ず
る
で
あ
ら
う
。
　
こ
れ
等
は
何
れ
も
人
間
が
其
欲
望
、
意
志
よ
り
濁
立
し
て
そ
れ
を
支
配
す
る

客
槻
的
必
然
性
が
存
在
す
る
事
の
無
知
な
る
爲
に
起
る
迷
妄
で
あ
る
。
許
容
さ
る
べ
き
唯
一
の

人
間
的
自
由
は
エ
ン
グ
声
ス
の
言
葉
に
も
あ
る
如
く
必
然
性
か
ら
の
夢
想
的
濁
音
に
於
て
い
な

く
、
却
て
其
必
然
性
の
認
識
及
び
其
認
識
に
基
附
い
て
自
己
及
び
外
的
自
然
を
支
配
す
る
慮
に
在

る
。
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
從
へ
ば
人
間
的
盲
由
は
「
吾
々
の
性
質
の
み
に
依
て
明
白
且
分
明
に
理
解
さ

れ
る
庭
の
或
る
事
が
吾
々
の
性
質
か
ち
、
吾
々
め
中
或
は
外
に
起
る
」
場
合
を
云
ふ
（
図
昏
」
H
葺
U
o
隔
』
）
o

だ
が
人
聞
は
自
然
の
一
部
分
で
あ
る
限
り
自
然
の
無
限
な
因
果
關
係
の
中
へ
織
り
込
ま
れ
て
居

る
。
從
っ
て
自
由
を
確
保
す
る
爲
に
は
人
間
は
翠
に
入
間
性
の
必
然
性
の
み
で
な
く
、
外
的
自
然

の
必
然
性
を
理
解
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
吾
等
は
「
精
神
の
鼠
由
決
定
｝
か
ら
で
な
く
「
世
界
過
程

の
必
然
性
」
に
依
っ
て
有
徳
的
性
格
を
養
ふ
事
が
出
來
る
。
何
故
な
ら
ば
悪
の
根
源
た
る
受
動
的



細
密
は
自
我
の
外
的
醤
象
に
よ
る
強
制
に
依
て
登
生
す
る
が
、
か
、
る
域
情
の
克
服
は
其
癖
象
の

生
起
の
必
然
的
過
程
を
明
白
に
理
解
す
る
事
に
診
て
の
み
可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
「
精
紳
は

総
て
の
物
を
必
然
ご
し
て
認
識
す
る
限
り
、
戚
情
に
野
し
て
一
履
大
な
る
カ
を
有
し
、
或
は
そ
れ
か

ら
働
を
受
け
る
事
が
…
暦
少
な
い
」
（
禦
｝
ご
く
〕
買
み
）
○
此
如
・
さ
世
俗
的
罪
悪
よ
り
の
解
放
の
手
段

ε
し
て
用
ひ
ら
れ
元
彼
の
決
定
論
は
か
の
ス
ト
ア
學
派
及
び
ブ
ル
ー
ノ
の
英
雄
的
克
己
的
生
活

理
想
の
復
興
ビ
見
ら
る
べ
き
次
の
機
な
彼
の
宗
敢
的
爆
心
に
激
て
完
成
さ
れ
る
。
「
然
し
乍
ら
人

間
の
カ
は
甚
だ
制
限
さ
れ
、
外
部
の
原
因
に
由
て
無
限
に
凌
駕
さ
れ
る
。
そ
れ
故
に
吾
々
は
外
部

に
在
る
物
を
吾
々
の
使
用
に
向
け
る
絶
甥
の
カ
を
有
し
て
居
ら
ぬ
Q
が
然
し
若
し
吾
々
が
密
分

の
面
す
可
き
事
を
爲
し
た
事
、
吾
々
の
有
す
る
カ
は
吾
々
を
し
て
吾
々
の
要
求
に
反
す
る
も
の
を

避
け
し
め
る
に
足
り
な
い
事
、
又
吾
々
は
軍
に
自
然
の
「
部
分
で
あ
っ
て
、
其
秩
序
に
吾
，
々
が
從
っ

て
み
る
事
を
意
識
す
る
な
ら
ば
、
吾
々
は
自
身
の
利
盆
に
暮
す
る
考
慮
か
ら
生
す
る
要
求
に
反
す

る
物
に
會
し
・
て
も
、
そ
れ
を
単
氣
で
堪
へ
る
で
あ
ら
う
」
（
国
昏
‘
H
＜
り
嵩
ρ
ξ
密
欝
寵
）
。
　
だ
が
叢
に
注

意
す
べ
き
事
は
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
決
定
論
は
軍
に
宗
激
的
諦
槻
の
爲
の
清
極
的
手
段
た
る
の
み
な

ら
す
、
更
に
人
間
の
自
然
に
満
す
る
積
極
的
實
践
的
活
動
の
原
理
を
成
し
て
居
る
事
で
あ
る
Q
　
そ

れ
は
｝
面
に
於
て
は
吾
々
の
カ
に
な
・
＼
吾
々
の
性
質
か
ら
起
ら
な
い
画
然
の
秩
序
帥
ち
運
命
を
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八
二

泰
然
と
し
て
待
ち
且
堪
へ
る
べ
き
事
を
敢
へ
る
ご
共
に
他
面
に
於
て
は
理
性
の
確
實
な
る
忠
實

に
從
ひ
能
ふ
限
り
「
運
命
を
支
配
」
す
る
事
を
激
へ
る
（
国
昏
・
u
H
＜
9
劉
亀
》
》
暮
ご
。
所
で
入
間
が
運
命

を
支
配
す
る
ビ
は
如
何
な
る
事
か
。
　
そ
れ
は
外
的
必
然
性
を
人
間
性
の
内
面
的
必
然
的
欲
望
の

下
に
服
從
せ
し
め
、
利
用
す
る
事
で
あ
る
。
自
然
に
於
け
る
人
間
の
存
在
及
び
活
動
は
自
然
の
秩

序
に
從
ひ
、
必
然
的
に
他
の
膚
然
物
に
由
て
決
定
さ
れ
る
が
此
決
定
の
襟
式
は
人
間
生
活
の
促
進

又
は
妨
害
ご
し
て
現
は
れ
る
。
從
っ
て
生
活
の
維
持
の
爲
に
は
覧
・
に
有
害
な
る
自
然
的
の
除
去

の
み
な
ら
す
、
有
用
な
る
物
を
も
積
極
的
に
利
用
す
る
事
が
必
要
で
あ
る
。
「
吾
々
の
利
鎌
を
考
慮

す
れ
ば
人
間
の
外
に
爵
然
の
中
に
存
す
る
総
て
の
物
を
保
存
す
る
事
は
必
要
で
な
い
、
却
て
そ
れ

は
其
用
途
の
異
る
に
從
っ
て
或
は
保
存
し
、
叉
は
破
壊
し
、
乃
至
あ
ら
ゆ
る
方
法
に
於
て
吾
々
の
用

に
適
合
さ
せ
る
事
を
数
へ
る
」
（
図
夢
こ
H
＜
；
♂
壱
8
舞
N
』
ひ
）
。
然
し
乍
ら
画
然
の
一
部
分
に
過
ぎ
ざ
る

入
間
は
如
何
に
し
て
外
的
必
然
性
を
利
用
支
配
す
る
事
が
出
面
る
か
Q
そ
れ
は
再
び
支
配
す
べ

き
外
的
必
然
性
其
も
の
、
明
白
分
明
な
る
認
識
を
外
に
し
て
は
行
は
れ
得
な
い
。
何
故
な
ら
ば

自
然
の
支
配
は
支
配
さ
る
べ
き
自
然
の
本
膿
、
其
方
心
性
の
完
全
な
狸
解
を
前
提
ご
し
て
始
め
て

可
能
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
　
エ
ン
ゲ
ル
ス
は
外
的
世
界
ε
同
機
に
入
間
歴
史
に
於
て
も
亦
「
外
見

的
偶
然
性
の
無
限
な
る
系
列
の
中
に
、
外
的
必
然
性
の
形
態
に
於
て
無
意
識
的
な
仕
方
で
凶
行
さ
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れ
る
方
則
」
に
就
て
語
っ
て
居
る
が
（
田
ひ
。
，
Φ
置
穿
号
陥
ひ
。
．
国
空
興
げ
二
号
Q
。
ふ
図
）
、
人
間
は
か
、
る
盲
目
的
無

意
識
的
必
然
性
に
服
下
し
て
居
る
限
り
、
實
は
外
物
の
奴
隷
で
あ
っ
て
其
支
配
者
で
は
な
い
。
人

間
は
か
、
る
人
間
に
知
ら
れ
ざ
る
外
物
の
生
活
の
指
導
、
「
紳
の
外
的
保
護
」
を
奇
蹟
ご
し
て
驚
嘆
す

る
代
り
に
其
虜
然
的
原
因
に
從
っ
て
理
解
す
る
時
、
初
め
て
そ
れ
は
謡
扇
絶
長
身
で
な
く
ε
も
人

間
の
カ
の
可
能
な
範
園
内
に
於
て
人
間
の
内
面
的
欲
望
の
支
配
利
用
の
下
に
屈
服
す
る
。
勿
論

世
界
過
程
の
必
然
性
は
紳
ご
錐
も
否
定
出
來
な
い
。
況
や
そ
れ
は
人
間
の
カ
の
到
底
及
び
難
い

所
で
あ
る
。
入
間
の
な
し
得
る
事
は
た
い
画
然
の
秩
序
の
人
間
生
活
に
面
す
る
決
定
力
を
因
果

律
的
に
明
確
に
豫
知
規
定
す
る
事
に
よ
り
、
初
め
て
人
間
自
身
が
外
物
を
一
だ
が
其
必
然
的
…
過

程
の
妨
害
で
な
く
、
却
て
そ
れ
こ
の
意
識
的
鋼
癒
に
よ
り
一
支
配
し
得
る
ご
云
ふ
事
だ
け
で
あ

る
○
斯
く
て
決
定
論
は
「
泥
土
が
陶
人
の
手
に
在
る
如
く
人
間
は
帥
の
手
の
中
に
在
る
」
事
を
主
張

す
る
。
だ
が
そ
れ
は
人
間
の
目
的
活
動
、
實
践
を
否
定
す
る
の
で
な
く
却
て
自
由
行
動
を
環
境
の

必
然
，
的
機
制
の
認
識
に
基
附
き
、
そ
れ
に
反
作
用
す
る
、
自
然
及
び
説
會
に
於
け
る
共
晶
的
な
一
過

程
ご
し
て
把
握
す
る
事
に
よ
り
、
そ
れ
を
世
界
か
ら
遊
離
さ
れ
π
絶
甥
的
意
志
、
欲
望
、
愛
等
の
抽
象

的
な
從
っ
て
又
非
實
践
的
な
空
想
か
ら
解
放
す
る
の
で
あ
る
。

　
私
は
以
上
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
學
の
方
法
を
規
定
す
る
彼
の
三
界
観
の
極
め
て
大
志
の
輪
廓
を
叙

　
　
　
ス
ビ
ノ
ー
ザ
哲
學
の
方
法
に
晶
就
で
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
三
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哲
畢
研
究
　
　
第
百
山
ハ
L
T
山
ハ
蹄
耀
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
四
門

減
し
て
來
た
○
私
は
彼
の
世
界
槻
の
第
一
の
特
性
ε
し
て
其
癖
在
論
を
削
げ
て
置
い
た
。
自
然

の
存
在
及
び
存
在
の
秩
序
は
人
聞
的
思
惟
ざ
は
全
然
濁
立
に
そ
れ
爵
騰
に
簸
て
存
在
し
、
そ
れ
自

身
の
中
か
ら
理
解
さ
る
べ
き
本
県
的
實
在
性
を
持
つ
。
方
法
は
か
、
る
画
然
の
秩
序
の
槻
念
に

於
け
る
再
現
で
あ
る
。
次
ぎ
に
彼
の
決
定
論
に
從
へ
ば
自
然
の
秩
序
ご
は
自
然
の
無
限
な
る
因

果
律
的
必
然
性
に
外
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
ス
ピ
ノ
ー
ザ
は
彼
の
此
世
界
槻
の
二
つ
の
特
性
を
次

の
如
き
　
の
方
法
論
的
探
究
原
理
に
統
一
す
る
。
「
媒
質
る
だ
け
原
因
の
系
刻
に
從
ひ
、
而
も
現
實

的
な
る
も
の
を
抽
象
か
ら
、
或
は
抽
象
を
立
雛
的
な
る
も
の
か
ら
推
論
す
る
の
目
的
を
以
て
一
般

性
や
抽
象
に
移
り
ゆ
く
事
な
く
、
「
の
現
實
的
本
盗
か
ち
他
の
本
禮
へ
こ
進
み
つ
、
、
吾
々
の
総
て

の
槻
念
を
物
理
的
な
る
物
、
若
く
は
現
實
島
本
膿
か
ら
誘
導
す
る
事
が
就
中
最
も
必
要
で
あ
る
」

（
レ
プ
番
9
H
L
着
『
〔
ピ
＜
Φ
『
吻
8
）
、
》
だ
が
方
法
は
如
何
な
る
認
識
手
段
に
由
て
現
實
的
本
膿
の
因
果

律
的
系
刻
を
把
握
し
得
る
か
。
方
法
の
よ
り
精
密
な
る
特
性
記
述
の
爲
に
今
や
吾
々
は
ス
ピ
ノ

ー
ザ
の
世
界
掘
か
ら
彼
の
認
識
論
の
虚
血
に
ま
で
進
ま
ね
ば
な
ら
濾
。
蓋
し
ス
ピ
ノ
蓄
ザ
の
所

謂
演
繹
的
叉
は
…
幾
何
學
的
方
法
は
世
界
掘
整
磁
定
以
外
に
新
た
に
認
識
論
的
假
－
定
が
．
加
っ
て
初

め
て
獲
生
す
る
の
で
あ
る
。

　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
認
識
論
は
通
常
唯
理
主
義
ご
欝
せ
ら
れ
て
居
る
。
ラ
ズ
ク
に
從
へ
ば
ス
ビ
ノ
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「
ザ
の
唯
、
理
花
活
は
ヘ
ー
ゲ
ル
の
汎
論
理
生
義
の
先
駆
を
成
す
も
の
で
あ
る
（
け
9
ω
ぎ
寓
話
8
。
。
蜀
⑦
貯

藁
囲
屋
雰
象
。
¢
o
ω
。
ぼ
。
げ
げ
p
Φ
●
ω
・
憶
r
ψ
ひ
色
。
さ
て
ス
ビ
ノ
1
ず
に
從
へ
ば
認
識
に
は
四
つ
の
種
類

が
あ
る
。
第
一
は
欲
望
に
由
て
殿
傷
分
謝
し
、
面
容
性
的
秩
序
な
く
し
て
現
示
さ
れ
た
個
物
か
ら

の
認
識
か
、
る
認
識
は
不
潜
窟
な
経
験
に
よ
る
認
識
ご
稽
せ
ら
れ
る
。
第
二
は
記
號
或
は
傳
聞

か
ら
の
認
識
、
以
上
二
種
は
意
見
，
叉
は
表
象
の
名
の
下
に
総
括
さ
れ
る
。
第
三
は
一
般
概
念
及
び

要
當
な
る
観
念
に
依
る
認
識
で
あ
っ
て
、
理
性
的
認
識
ご
名
附
け
ら
れ
る
○
　
最
後
に
直
観
知
ご
云

ふ
認
識
が
あ
り
、
こ
れ
は
帥
の
慮
る
属
性
の
形
．
式
的
本
質
の
妥
當
な
る
観
念
か
ら
物
の
本
質
の
安

當
な
る
認
識
に
進
む
も
の
で
あ
る
（
国
島
し
H
ト
轟
p
匿
毒
・
』
）
o
経
験
的
認
識
や
記
號
虚
聞
に
よ
る
認

識
に
似
て
は
特
に
説
明
す
る
必
要
も
な
か
ら
う
が
、
理
性
的
認
識
ご
直
槻
知
こ
の
逼
別
に
就
て
は

前
者
は
認
識
根
振
に
基
附
く
論
説
的
概
念
的
或
は
閥
接
酌
認
識
で
あ
る
が
、
後
者
は
實
在
根
糠
に

基
附
く
演
鐸
的
直
槻
的
或
は
直
接
的
認
識
で
あ
る
○
吾
々
は
活
性
に
由
て
結
果
か
ら
原
因
を
推

理
す
る
が
直
観
に
依
て
物
を
其
本
質
叉
は
其
最
近
の
原
因
か
ら
理
解
す
る
。
此
四
種
の
認
識
中

野
も
完
全
な
る
も
の
は
直
親
知
で
あ
る
。
蓋
し
表
象
は
無
二
割
的
盲
目
的
で
あ
り
、
理
性
は
一
般

的
間
接
的
で
あ
っ
て
直
隠
知
の
み
が
實
在
を
置
ハ
特
殊
性
に
於
て
直
接
に
把
握
す
る
事
が
出
門
る

か
ら
で
あ
る
。
吾
々
は
直
槻
知
の
典
型
を
数
學
の
定
義
に
於
て
見
る
事
が
出
來
る
で
あ
ら
う
。

　
　
　
ス
ヒ
ノ
ー
ザ
哲
學
の
方
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
物
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哲
學
研
究
　
　
第
百
ゐ
ハ
十
山
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
山
ハ

蓋
し
苗
圃
的
定
義
．
例
へ
ば
圓
の
定
義
は
其
最
近
の
原
因
ε
し
て
の
圓
の
本
質
か
ら
圓
の
特
性
を

誘
導
す
る
を
目
的
こ
す
る
。
だ
か
ら
一
切
の
特
殊
を
紳
の
槻
念
か
ら
誘
導
せ
ん
ご
す
る
ス
ビ
ノ

ー
ザ
の
演
繹
的
方
法
が
数
學
を
以
て
科
學
的
認
識
の
血
ハ
型
ε
な
し
、
帥
學
が
蓮
徳
的
確
實
性
の
上

に
立
つ
に
樹
し
、
論
客
は
数
學
的
確
實
性
に
於
て
基
礎
附
け
ら
れ
て
居
る
ご
考
へ
、
前
者
ビ
後
者
の

姜
當
範
園
を
峻
別
す
る
所
以
も
自
ら
首
肯
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
概
念
的
認
識
に
封
し
て
存
在

す
る
普
遍
ご
特
殊
の
甥
立
即
ち
非
合
理
性
は
数
學
的
孟
母
に
於
て
特
殊
の
先
験
的
梼
成
の
可
能

性
に
よ
り
克
服
さ
れ
る
。
撒
學
に
於
け
る
直
観
的
勤
象
は
個
別
的
具
禮
的
で
あ
る
ビ
同
時
に
先

験
的
に
構
成
さ
れ
得
る
特
性
を
持
つ
。
吾
々
は
個
々
の
数
學
的
構
造
物
に
鞭
て
概
念
を
直
聾
す

る
の
で
あ
る
。
だ
か
ら
ラ
ス
ク
に
從
へ
ば
数
學
は
カ
ン
ト
の
分
析
的
論
埋
學
ご
ヘ
ー
ゲ
ル
の
登

出
論
的
論
理
學
ε
の
媒
介
を
成
し
て
居
り
Q
紀
ρ
ω
ぎ
勲
p
．
○
。
ψ
全
労
）
か
、
る
数
學
的
直
窺
に
於

て
其
根
源
を
持
つ
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
方
法
が
自
ら
登
出
論
理
的
傾
向
を
含
蓄
し
て
居
る
の
も
謂
は

れ
な
き
事
で
は
な
い
。
理
性
に
勤
す
る
経
験
、
演
繹
に
封
ず
る
蹄
納
の
意
味
を
除
り
に
輕
親
し
て

省
み
な
い
思
弊
的
汎
紳
論
は
一
歩
進
め
ば
ヘ
ー
ゲ
ル
の
舞
踏
的
槻
念
論
に
韓
化
す
る
も
の
な
る

事
、
フ
ォ
イ
ェ
ル
バ
ソ
バ
の
指
摘
し
て
居
る
蓮
り
で
あ
る
。
「
汎
理
論
者
の
云
ふ
事
は
観
念
論
者
ご

洞
一
で
あ
る
、
た
W
前
者
は
後
者
が
主
質
的
観
念
論
的
に
語
る
事
を
客
県
界
叉
は
實
在
論
的
に
語
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る
に
過
ぎ
な
い
。
斯
く
し
て
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
汎
紳
論
的
唯
物
論
の
實
現
さ
れ
淀
も
の
そ
れ
は
即

ち
ヘ
ー
ゲ
ル
の
書
意
論
的
憶
念
論
で
あ
る
（
団
o
H
δ
8
9
。
戸
9
、
毒
O
墨
欝
。
α
興
り
姦
。
ω
。
℃
崔
①
Ω
2
N
鼻
毒
皆
ぞ
刈
）
。

ス
ピ
ノ
；
ザ
ご
ゲ
ー
テ
ご
を
分
つ
黙
も
亦
此
経
験
に
醤
す
る
態
度
の
相
違
に
在
る
。
ゲ
ー
テ
は

生
の
完
全
性
の
肯
定
こ
し
て
の
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
汎
帥
論
に
評
し
て
は
多
大
の
興
味
を
戚
じ
た
が

彼
の
数
學
的
方
法
に
鋼
し
て
は
嫌
悪
を
戚
じ
た
○
彼
は
ス
ピ
ノ
ー
ザ
ご
同
様
に
宇
宙
の
帥
的
統

一
及
び
親
近
性
の
豫
想
か
ら
出
慨
す
る
、
が
彼
は
ス
ビ
ノ
ー
ザ
ご
は
反
甥
に
直
帰
し
，
比
較
し
、
館
納

し
つ
、
膚
然
の
統
一
的
技
術
を
探
究
す
る
Q
ニ
ノ
く
竃
。
・
叶
含
冒
の
臼
μ
窪
溜
ま
冨
の
O
耳
①
凶
8
P
ω
O
ひ
q
O
一
回
置
巽
言
ω
．

国
隣
農
9
0
轟
魯
農
○
⇒
ω
Φ
冨
P
、
、
こ
れ
が
ゲ
ー
グ
の
自
然
研
究
方
法
の
精
帥
で
あ
る
。
然
る
に
ス
ビ

ノ
ー
ザ
は
こ
れ
に
反
し
方
法
を
次
の
如
く
全
然
唯
理
主
義
的
槻
念
論
的
に
規
定
す
る
。
「
吾
々
の

精
帥
は
自
然
の
忠
密
な
摸
爲
を
示
す
爲
に
其
総
て
の
鶴
念
を
全
自
然
の
根
源
を
成
し
、
從
っ
て
そ

れ
目
算
他
の
槻
念
の
根
源
で
あ
る
如
き
観
念
か
ら
誘
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
澱
。
」
方
法
は
斯
如
き

全
認
識
の
根
源
だ
る
べ
き
概
念
の
反
省
、
観
念
の
観
念
」
で
あ
る
（
》
ぴ
汽
ゼ
9
5
ぎ
け
．
9
＜
興
誰
。
。
訓
話
ω
）
。

庭
で
先
づ
槻
念
の
槻
念
は
槻
念
そ
れ
自
重
が
燐
め
與
へ
ら
れ
て
居
る
事
を
條
件
ご
し
て
始
め
て

可
能
で
あ
る
。
次
ぎ
に
観
念
の
封
象
の
完
全
性
ご
観
念
の
完
全
性
ε
は
一
致
す
る
。
師
ち
鶴
念

の
樹
象
が
盆
々
完
全
で
あ
る
に
癒
じ
て
観
念
も
亦
そ
れ
だ
け
完
全
で
あ
る
。
故
に
最
も
完
全
な

　
　
　
ス
ビ
ノ
；
ザ
哲
學
の
方
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七



　
　
　
一
誓
墨
晶
鮒
究
　
　
第
百
山
ハ
十
山
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
　
　
　
　
　
　
八
八

る
方
法
は
最
も
完
全
な
る
存
在
、
邸
ち
瀞
の
所
興
的
槻
念
の
反
省
で
な
け
れ
ば
な
ら
漁
。
－
此
如
き

方
法
の
み
が
爵
然
の
秩
序
の
最
も
忠
實
な
反
映
た
り
得
る
の
で
あ
る
Q
然
る
に
紳
の
槻
念
は
経

駿
に
由
て
卑
見
さ
れ
す
、
意
識
に
於
け
る
生
得
的
槻
念
で
あ
り
純
粋
悟
性
概
念
で
あ
る
。
斯
く
て

紳
の
槻
念
の
探
究
は
「
精
神
に
於
け
る
探
究
」
で
あ
り
、
ゲ
婁
テ
が
「
余
は
雑
草
ご
石
の
中
に
帥
を
求
め

る
」
ご
云
ふ
言
葉
ご
著
し
き
樹
令
を
成
し
て
居
る
○
　
ス
ビ
ノ
ー
ザ
に
從
へ
ば
吾
々
が
経
験
を
必
要

ビ
す
る
の
は
物
の
定
義
か
ら
推
理
さ
れ
得
訟
露
の
も
の
、
例
へ
ば
襟
態
の
存
在
の
如
き
に
限
ら
れ

て
居
る
。
こ
れ
に
反
し
其
存
在
が
其
本
質
ご
一
致
し
從
っ
て
定
義
か
ら
推
理
さ
れ
得
る
所
の
も

の
に
僻
し
て
は
経
験
を
必
要
ご
し
な
い
。
斯
如
き
も
の
が
属
性
で
あ
る
。
圏
性
は
経
瞼
に
由
て

偏
見
さ
れ
す
、
全
然
伊
欝
の
内
に
存
在
す
る
永
遠
の
眞
理
で
あ
る
。
経
験
に
依
る
確
誰
は
属
性
の

眞
理
性
の
規
準
で
は
な
い
。
「
光
が
自
分
自
身
及
び
屠
黒
を
顯
す
如
く
、
眞
理
は
宙
分
自
身
及
び
誤

謬
の
規
範
で
あ
る
G
」
（
怠
け
げ
こ
H
．
】
ド
春
O
》
二
5
ヅ
）
思
惟
は
存
在
ご
一
致
す
る
。
そ
れ
は
経
験
に
よ
っ
て
謹

明
さ
れ
す
、
思
惟
自
身
が
こ
れ
を
語
る
。
何
故
な
ら
ば
「
槻
念
は
板
に
書
か
れ
た
糟
の
如
く
無
言
」
で

は
な
い
か
ら
。
斯
く
て
神
の
認
識
及
び
一
般
に
妥
當
な
認
識
は
自
膿
の
偶
然
的
刺
戟
か
ら
で
な

一
、
悟
性
の
軍
な
る
必
然
性
か
ら
結
果
し
、
全
然
悟
性
の
能
力
に
依
存
す
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
略
説
せ
る
範
園
内
に
於
て
の
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
方
法
の
規
定
は
唯
理
主
義
及
び
そ
れ
の
常
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住
の
同
俘
者
た
る
槻
念
論
以
上
に
は
出
て
居
ら
ぬ
楼
で
あ
る
。
彼
は
方
法
の
出
登
黙
を
紳
の
軍

純
な
生
得
的
槻
念
に
求
め
、
そ
れ
か
ら
漸
次
複
…
雑
な
・
認
識
方
法
を
誘
導
せ
ん
ε
す
る
が
此
如
き
は

ま
さ
に
デ
カ
ル
ト
が
自
畳
ざ
生
得
的
観
念
を
以
て
彼
の
脚
韻
の
基
礎
こ
し
た
観
念
論
的
方
法
ビ

同
一
で
あ
る
。
然
ら
ば
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
親
仁
窺
に
於
け
る
手
玉
論
は
彼
の
方
法
論
の
何
威
に
於

て
反
映
さ
れ
て
居
る
の
か
。
彼
は
結
極
抽
象
的
槻
念
酌
郷
在
論
者
「
総
て
の
實
在
性
か
ら
の
抽
象

・
に
於
て
在
る
實
在
論
者
」
に
過
ぎ
な
い
の
で
あ
ら
う
か
。
汎
立
論
に
於
て
は
帥
は
無
限
な
る
宇
宙

に
於
て
働
く
・
内
在
的
力
で
あ
り
方
則
こ
し
て
考
へ
ら
れ
る
。
人
間
の
有
限
的
思
惟
の
前
に
自
然

の
本
膿
的
存
在
が
在
る
○
　
面
て
か
、
る
本
題
の
超
重
々
性
を
否
定
し
、
寧
ろ
そ
れ
を
自
然
化
す
る

ご
同
時
に
其
認
識
可
能
性
を
許
容
す
る
事
に
山
り
本
膿
ご
現
象
、
紳
ご
自
然
の
二
元
論
及
び
そ
れ

に
基
附
く
不
可
知
論
を
克
服
し
だ
慮
に
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
隠
事
論
の
歴
史
的
意
義
が
存
在
す
る
が
、

然
し
か
、
る
本
盤
の
認
識
が
総
て
の
維
験
に
先
行
し
て
精
血
に
激
て
輿
へ
ら
れ
た
生
得
的
観
念

に
依
存
す
る
ご
云
ふ
事
は
本
膿
を
再
び
超
自
然
的
無
念
の
中
へ
溶
解
せ
し
め
る
事
な
く
し
て
は

全
く
理
解
し
難
き
事
で
あ
る
。
哲
學
の
出
獲
黙
を
自
然
に
於
て
求
め
、
自
然
の
認
識
は
自
然
か
ら

の
み
求
め
ら
る
べ
き
で
あ
る
ご
言
ふ
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
汎
紳
論
ご
一
の
軍
純
な
生
得
的
槻
念
か
ら

総
て
の
他
の
複
雑
な
二
念
を
誘
導
し
ゃ
う
こ
す
る
彼
の
演
繹
的
方
法
ご
の
か
く
も
明
白
な
矛
盾

　
　
　
ス
ビ
ノ
ー
ザ
暫
學
の
方
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
入
手



　
　
　
哲
甑
子
研
究
　
　
第
百
エ
ハ
十
山
ハ
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
九
〇

は
一
諾
如
何
に
解
決
さ
れ
て
よ
い
の
か
。
か
く
考
へ
來
る
時
「
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
宗
激
的
思
惟
に
ご

い
て
は
紳
は
総
て
や
あ
る
、
彼
の
形
而
上
學
に
於
て
は
そ
れ
は
察
虚
な
概
念
形
式
に
遇
ぎ
な
い
」
こ

の
ウ
イ
ン
デ
ル
バ
ン
ド
の
批
詐
も
一
心
首
肯
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
（
乏
貯
煽
ぎ
雪
9
0
㊦
ω
。
露
。
げ
8
α
興

器
琴
登
θ
℃
匡
。
ω
。
9
凶
ρ
H
ω
・
ぷ
。
）
。
だ
が
私
は
屡
々
哲
學
史
家
に
依
て
指
摘
さ
れ
て
居
る
如
く
に
ス

ピ
ノ
ー
ザ
の
紳
秘
主
義
ご
野
壷
理
主
義
ε
は
到
底
解
決
し
難
い
程
の
矛
盾
を
成
し
て
居
る
も
の

ご
は
必
ず
し
も
考
へ
な
い
。
彼
の
汎
藩
論
は
私
の
説
き
の
極
め
て
簡
輩
な
記
述
に
依
て
も
大
膿

推
理
さ
れ
得
る
如
く
文
藝
復
興
時
代
の
棘
秘
的
慮
然
哲
學
の
軍
純
な
了
承
で
な
く
、
二
二
科
學
的

に
純
化
さ
れ
た
多
く
の
要
素
を
含
ん
で
居
る
の
で
あ
る
。
更
に
彼
の
方
法
ご
錐
も
決
し
て
全
然

槻
念
論
的
方
法
に
絡
浴
し
て
居
る
ご
は
考
へ
ら
れ
な
い
。
方
法
ご
世
界
観
ご
は
本
誌
封
癒
す
べ

き
も
の
で
あ
り
、
相
互
制
約
の
開
係
に
立
つ
べ
き
も
の
で
あ
る
。
勿
論
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
實
在
論
は

汎
心
論
師
ち
帥
學
を
基
礎
こ
し
て
築
か
れ
て
居
る
限
り
、
多
く
の
概
念
論
的
混
交
物
を
含
み
徹
底
．

し
た
黒
蓋
論
た
り
得
な
い
事
は
云
ふ
迄
も
な
い
が
、
然
し
又
二
三
帥
論
の
故
に
常
識
的
帥
學
以
上

に
多
分
の
實
在
論
的
傾
向
を
含
蓄
し
て
居
り
、
從
っ
て
か
、
る
傾
向
に
封
癒
す
べ
き
方
法
の
實
在

論
的
規
定
如
何
が
問
題
に
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
だ
が
自
然
の
客
概
的
野
在
性
か
ら
出
請
す
る

方
法
は
當
然
叉
演
繹
に
溢
す
る
蹄
納
、
理
性
に
謝
す
る
経
験
の
意
義
の
高
き
詐
煩
を
其
孚
面
ご
し
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て
持
つ
。
蓋
し
自
然
は
経
験
に
依
て
始
の
て
入
毛
に
與
へ
ら
れ
、
思
惟
の
素
材
こ
な
る
か
ら
で
あ

る
。
か
く
て
問
題
は
演
繹
的
方
法
ご
経
験
こ
の
關
係
如
何
に
漂
着
す
る
の
で
あ
る
。

　
實
在
的
汎
立
論
の
特
性
は
無
紳
論
の
嫌
疑
を
蒙
る
程
度
r
に
鞭
て
の
徹
底
的
な
紳
の
實
在
化
で

あ
る
。
勿
論
吾
々
は
ス
ピ
ノ
ー
ザ
を
軍
に
聾
唖
論
者
ご
云
ふ
事
は
出
　
忍
な
い
で
あ
ら
う
。
そ
れ

は
從
來
の
超
越
的
人
格
的
憩
の
否
定
で
あ
っ
て
、
凡
そ
如
何
な
る
意
味
の
紳
を
も
否
定
す
る
事
で

は
な
い
か
ら
で
あ
る
Q
そ
れ
は
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
の
言
葉
を
借
b
る
な
ら
ば
紳
學
的
無
賃
論
．

紳
學
的
唯
物
論
或
は
紳
學
の
否
定
ー
ー
だ
が
厚
身
乳
牛
の
見
地
に
於
て
一
ご
幕
せ
ら
る
べ
き

で
あ
る
○
否
嚴
密
に
云
ふ
な
ら
ば
フ
ォ
イ
エ
ル
バ
ッ
ハ
自
身
も
云
て
居
る
如
く
ス
ピ
ノ
ー
ザ
程

榊
に
大
な
る
存
在
ご
カ
ご
を
輿
へ
、
又
彼
程
総
て
の
有
限
性
、
相
鋼
性
及
び
人
間
性
か
ら
紳
を
解
放

純
化
し
た
者
は
な
か
っ
た
ε
云
て
よ
か
ら
う
（
司
○
器
普
9
0
『
①
Φ
ω
島
回
幽
。
ぽ
①
O
①
コ
お
再
製
窪
℃
げ
一
事
8
ぼ
。
あ
8
）
o

帥
を
實
在
化
す
る
事
は
他
，
面
に
於
て
は
實
在
の
帥
化
で
あ
る
。
紳
は
無
限
に
し
て
永
遠
な
方
則

ご
し
て
有
限
的
時
間
的
な
総
て
の
旨
然
物
ご
異
り
つ
＼
、
而
も
総
て
の
自
然
物
の
内
在
走
力
ご
し

て
こ
れ
を
支
配
す
る
。
総
て
の
實
在
は
帥
の
カ
の
表
現
で
あ
り
、
後
者
な
く
し
て
は
存
在
し
得
ら

れ
な
け
れ
ば
叉
思
惟
す
る
事
も
出
來
な
い
。
こ
れ
は
確
か
に
紳
の
カ
の
絶
大
な
蟻
壁
ご
云
は
な

け
れ
ば
な
ら
ぬ
○
だ
が
そ
れ
は
同
時
に
紳
の
認
識
の
観
念
的
無
拘
束
の
否
定
と
経
験
の
規
定
カ

　
　
　
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
學
の
方
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
“
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九
二

の
増
大
ご
を
意
味
す
る
の
で
あ
る
。
郎
ち
紳
は
最
早
世
界
の
想
像
的
原
因
ざ
し
て
超
自
然
的
啓

示
の
樹
象
で
な
く
、
其
實
在
的
原
因
こ
し
て
實
在
的
空
然
的
事
物
の
認
識
か
ら
遊
離
さ
れ
得
な
い

の
で
あ
る
Q
豫
言
者
は
其
素
質
、
其
表
象
能
力
或
は
其
意
見
の
相
違
に
磨
じ
て
そ
れ
み
＼
異
る
超

膚
然
的
啓
示
を
受
け
る
で
あ
ら
う
。
だ
が
彼
等
は
総
じ
て
物
の
里
馬
の
必
然
性
に
依
て
規
定
さ

れ
す
、
個
入
国
事
情
の
偶
然
内
に
支
配
さ
れ
て
居
る
が
赦
に
眞
の
棘
の
認
識
を
與
へ
る
事
は
出
來
な

い
○
紳
の
認
識
は
翼
實
の
科
學
で
あ
り
、
叉
同
時
に
幽
翠
の
生
活
で
あ
る
（
＜
ぴ
身
ピ
円
富
9
、
℃
○
ピ
8
声
同
容

犀
ω
8
。
。
郭
．
鵠
≦
簿
。
ω
困
ρ
窟
叶
9
。
ス
ピ
ノ
ー
ザ
が
匠
馴
す
る
一
般
酌
概
念
き
号
琴
ω
8
ヨ
β
一
器
も
・
ご
普
遍
的

概
念
き
酵
噛
9
6
。
・
巷
剛
く
黛
鴇
一
腰
こ
の
相
違
は
前
者
は
物
そ
れ
自
営
に
潤
て
分
析
的
に
含
ま
れ
て
居
り
、
経

験
に
於
て
働
く
現
實
与
力
で
あ
る
が
、
後
者
は
輩
・
に
悟
性
に
建
て
存
在
す
る
抽
象
的
概
念
ご
過
ぎ

な
い
庭
に
在
る
。
邸
ち
そ
れ
は
カ
ッ
シ
ラ
ー
の
魑
隣
す
る
・
如
き
呉
禮
的
普
遍
概
念
と
抽
象
的
類

概
念
の
相
違
に
封
礁
…
す
る
の
で
あ
る
（
O
器
の
胃
。
び
国
益
①
≡
μ
9
噛
の
嘆
。
⊆
2
詳
H
拐
ψ
。
。
O
南
．
二
’
H
o
O
中
）
o
此
如
き
實

在
の
本
質
の
表
現
た
る
頓
田
的
概
念
ご
し
て
の
一
般
，
的
概
念
の
規
定
は
實
在
論
の
眞
理
性
の
是

認
を
基
礎
ど
し
て
始
め
て
可
能
で
め
る
。
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
從
へ
ば
存
在
す
る
も
の
は
こ
の
、
或
は

か
の
槻
念
或
は
こ
の
或
は
か
の
意
欲
で
あ
り
、
認
識
欲
求
等
の
絶
遡
的
能
力
は
純
粋
な
想
像
か
或

は
形
．
而
上
里
的
一
般
的
實
禮
に
過
ぎ
な
い
○
　
同
様
な
事
は
こ
の
或
は
か
の
石
ご
面
こ
の
關
係
、
ぺ
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テ
川
及
び
バ
ウ
ワ
ご
入
間
ご
の
關
係
に
就
て
も
云
ひ
得
る
で
あ
ら
う
（
　
甲
ダ
奔
ご
・
↓
・
。
”
〉
二
一
」
ご
。
抽

象
的
類
概
念
の
獲
生
は
表
象
内
容
の
過
多
の
故
に
物
の
特
殊
的
内
容
－
色
彩
、
大
さ
等
の
相
違

一
を
明
確
に
表
象
し
得
す
、
身
膿
が
そ
れ
に
依
て
刺
戟
さ
れ
る
限
り
総
て
の
物
の
一
致
す
る
黙

の
み
を
分
明
に
表
象
す
る
慮
に
基
附
い
て
居
る
。
　
斯
く
し
て
獲
生
す
る
普
遍
的
概
念
は
外
延
的

籏
大
ご
内
容
的
規
定
ご
が
道
比
例
す
る
が
故
に
直
書
的
分
明
ご
明
断
ビ
を
失
ひ
途
に
茂
在
内
容

な
き
縦
な
る
圖
式
に
墾
化
す
る
。
だ
か
ら
ス
ピ
ノ
ー
ザ
は
云
て
居
る
「
悟
性
は
普
遍
的
格
蛮
・
か
ら

特
殊
へ
下
る
事
は
渚
罪
な
い
。
何
故
な
ら
ば
格
峯
は
無
限
に
心
学
さ
れ
、
悟
性
を
し
て
一
の
特
殊

を
他
の
特
殊
以
上
に
考
察
せ
し
む
べ
く
規
定
し
な
い
か
ら
」
）
》
ヴ
ρ
（
ピ
目
、
ぎ
什
圏
（
ピ
く
つ
『
♂
い
）
。
自
然

は
假
墨
黒
實
で
あ
る
と
し
て
も
抽
象
的
な
原
理
ビ
混
同
さ
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。
総
て

存
在
す
る
も
の
は
…
定
の
内
容
を
持
ち
、
…
定
の
仕
方
に
於
て
存
在
し
、
活
動
す
る
も
の
で
な
け
れ

ば
な
ら
澱
。
戚
錐
的
個
物
は
固
よ
り
個
物
の
本
質
其
方
期
性
も
亦
現
實
に
於
て
存
在
す
る
も
の

で
あ
る
限
り
他
ご
子
別
さ
る
べ
き
特
殊
的
野
客
を
持
て
居
る
。
宇
宙
の
方
則
は
普
遍
的
で
あ
る

ご
同
時
に
特
殊
的
で
あ
る
。
部
ち
そ
れ
は
総
て
の
宇
宙
の
部
分
に
討
て
實
現
さ
れ
て
居
る
が
故

に
普
遍
的
で
あ
り
、
生
色
の
唯
一
に
し
て
一
度
的
な
縫
越
に
於
て
實
現
さ
れ
る
が
故
に
特
殊
的
で

あ
る
。
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
ご
つ
て
は
紳
程
特
殊
的
な
存
在
は
な
い
。
そ
れ
は
塞
虚
な
下
問
で
な
く

　
　
　
ス
ぜ
ノ
ー
ザ
哲
學
の
方
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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無
限
な
る
物
言
の
統
N
二
相
關
的
自
然
全
膿
こ
し
て
の
個
騰
で
あ
る
。
ご
．
9
§
貧
鼠
聾
鼠
銀
器
○
Φ
痒

き
印
q
9
ま
．
、
帥
は
此
命
題
に
從
へ
ば
Φ
器
ρ
び
9
暮
貯
島
傍
韓
ヨ
｛
舞
け
信
ヨ
で
あ
る
。
だ
が
ぎ
q
①
δ
簑
9
ぎ
窪
9
ヨ
は
正

出
に
は
ぎ
げ
。
ω
。
出
口
簿
で
あ
っ
て
亡
び
①
珍
ヨ
葺
ご
解
さ
る
べ
き
で
は
な
い
。
そ
れ
は
外
的
制
限
の
否

定
で
あ
っ
て
富
豊
な
具
膿
的
規
定
の
否
定
で
は
な
い
（
＜
ひ
q
け
名
①
嵩
Φ
『
d
δ
名
○
詳
9
霧
。
げ
鎧
戸
日
⑩
ω
眉
冒
o
N
霧
〕

G
っ
・
H
Q
。
O
跨
二
目
．
）
o
ス
ピ
ノ
ー
ザ
巴
里
の
課
題
は
斯
く
し
て
現
象
の
生
け
る
多
逆
な
存
在
を
塞
虚
な

類
概
念
に
還
元
す
る
の
で
な
く
、
寧
ろ
そ
れ
を
野
芝
的
具
愛
野
存
在
の
無
限
な
る
墾
容
ご
し
て
一

定
の
方
則
に
從
っ
て
理
解
し
、
登
展
せ
し
め
る
所
に
在
る
ご
云
は
ね
ば
な
ら
澱
Q
　
演
繹
の
出
干
瓢

は
曾
爾
迄
も
勢
門
的
本
質
で
あ
る
。
自
然
に
於
て
現
實
に
二
見
さ
れ
得
べ
き
「
特
殊
的
肯
定
的
本

望
」
で
あ
る
。
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
が
総
て
の
観
念
を
物
理
的
な
物
、
現
實
的
野
膿
か
ら
誘
導
す
る
事
が
必

要
で
あ
る
ε
云
ひ
、
畠
然
を
抽
象
物
ご
混
同
す
る
庭
に
総
て
の
誤
謬
の
根
源
が
在
る
ご
云
て
居
る

事
等
は
彼
の
所
謂
唯
理
主
義
な
る
も
の
、
解
繹
に
重
要
な
る
導
き
の
緯
を
成
し
て
居
る
様
に
見

え
る
。
だ
が
演
繹
の
出
登
黙
は
本
塁
悟
性
の
生
得
的
観
念
ε
し
て
與
へ
ら
れ
て
居
る
の
で
な
く
、

経
験
を
基
礎
と
し
て
始
め
て
空
見
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
ス
ピ
ノ
1
ザ
は
憩
の
認
識
に
於
て
決

し
て
経
験
の
理
由
な
き
輕
判
者
で
は
な
い
。
實
在
的
汎
神
論
は
帥
を
槻
念
的
存
在
こ
し
て
や
な

く
、
物
理
的
自
然
的
存
在
ざ
し
て
定
立
す
る
。
然
ら
ば
紳
は
最
早
悟
性
の
中
で
な
く
、
外
に
於
て
登
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見
さ
れ
ね
ば
な
ら
濾
。
騨
は
其
自
然
の
結
果
に
於
て
完
全
に
表
現
さ
れ
る
故
に
．
後
者
に
於
て
の

み
認
識
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
経
験
は
認
識
の
目
的
で
は
な
い
こ
し
て
も
基
礎
で
あ
‘
る
Q
だ
か

ら
ス
ビ
ノ
ー
ザ
は
言
て
居
る
「
吾
が
は
「
履
多
く
個
物
を
認
識
す
る
に
從
っ
て
盆
々
多
く
紳
を
認

識
す
る
」
（
国
げ
‘
＜
．
り
．
袋
）
「
吾
々
は
自
然
の
認
識
ご
共
に
同
時
に
第
一
原
因
帥
ち
紳
の
認
識
を
籏

大
す
る
」
（
㌧
r
び
唖
二
・
O
．
H
、
9
ー
コ
¢
α
．
ノ
N
O
5
㈲
O
』
》
コ
一
昌
●
）
。

　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
演
繹
は
決
し
て
絶
醤
的
演
繹
で
な
く
、
露
納
を
相
關
ピ
す
る
、
少
く
共
意
識
的
に

は
蹄
納
の
領
域
を
侵
害
せ
ざ
る
程
度
に
於
て
の
相
謝
的
演
繹
で
あ
る
○
若
し
演
繹
的
方
法
の
目

的
が
一
切
の
有
限
物
を
帥
か
ら
合
理
的
に
必
然
的
所
産
こ
し
て
誘
導
す
る
所
に
在
る
な
ら
ば
ス

ピ
ノ
ー
ザ
は
決
し
て
か
、
る
事
を
企
て
、
は
居
ら
な
い
。
彼
の
唯
理
主
義
は
此
意
味
に
於
て
理

性
に
醤
す
る
経
験
の
限
界
を
認
め
ざ
る
「
理
性
の
利
己
主
義
」
で
は
な
い
。
彼
は
既
に
紳
の
本
質
規

定
に
於
て
入
間
に
よ
っ
て
認
識
さ
れ
得
る
も
の
こ
し
て
箪
に
思
惟
ご
延
長
ご
を
翠
げ
る
に
留
め
、

紳
の
無
限
な
属
性
に
果
す
る
人
問
的
認
識
の
制
限
を
認
め
た
が
彼
は
更
に
又
個
物
の
存
在
の
系

列
の
完
全
な
る
演
繹
を
も
亦
不
可
能
事
こ
し
て
断
念
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
彼
は
云
ふ
「
人
間
的

溺
黙
に
ご
っ
て
は
々
個
の
墾
化
的
な
物
の
系
列
を
追
窮
し
饗
す
事
は
、
其
総
て
の
計
箕
を
超
越
す

る
黒
し
き
数
ご
其
各
が
或
は
個
物
の
存
在
の
原
因
こ
な
り
或
は
存
在
せ
ざ
る
原
因
ご
な
る
如
き
、

　
　
　
ス
ビ
ノ
ー
ザ
哲
學
り
方
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五
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癖
｝
物
に
於
け
る
多
く
の
事
情
ご
の
故
に
全
然
不
可
能
で
あ
る
」
（
》
σ
．
飴
噛
瓢
’
H
冠
望
罫
．
餌
■
ノ
＼
Φ
鉾
吻
H
O
o
）
。

魔
風
に
從
へ
ば
概
念
は
「
総
で
の
物
に
共
通
な
る
も
の
を
説
明
し
て
、
或
る
個
物
の
本
質
を
説
明
し

な
い
」
（
閑
費
｝
員
卜
●
轟
＋
団
○
一
堕
ρ
㌍
劇
雲
・
。
）
o
斯
く
て
個
物
の
認
識
の
爲
に
は
永
遠
な
る
物
ご
は
異
れ

る
他
の
補
助
手
段
「
吾
々
の
並
存
を
使
用
し
、
且
…
定
の
方
則
に
從
ひ
、
正
し
き
秩
序
に
於
て
槻
察
を

行
ふ
事
を
學
ば
し
め
る
爲
の
補
助
手
段
」
が
富
め
、
必
要
こ
な
る
（
害
び
」
ρ
q
．
暴
g
”
9
「
●
＜
2
い
脅
○
ω
）
Q
「
悟

性
改
善
論
」
は
此
如
き
経
験
的
方
法
の
吟
味
を
も
其
目
的
の
一
こ
し
て
居
た
様
で
あ
る
が
．
そ
れ
は

此
著
述
の
未
完
成
の
爲
に
他
の
重
要
な
る
問
題
ご
共
に
未
解
決
の
ま
、
残
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

だ
か
ら
「
自
然
の
中
に
は
一
こ
し
て
楢
然
の
も
の
は
な
く
総
て
の
物
が
淋
の
性
質
の
必
然
に
依
て

或
る
仕
方
に
於
て
存
在
し
、
且
活
動
す
べ
一
く
決
定
さ
れ
て
居
る
」
ご
云
ふ
命
題
は
實
は
人
聞
の
認
識

能
力
に
依
て
は
到
底
完
全
に
實
現
さ
れ
得
な
い
認
識
理
想
の
呈
出
で
あ
り
、
入
間
的
認
識
の
現
實

的
串
登
．
鮎
は
該
命
題
ご
全
然
反
影
の
「
総
て
の
個
物
は
偶
然
で
あ
る
」
（
閑
．
費
》
H
督
U
い
訓
岡
○
蒔
Φ
．
）
ピ
云

ふ
命
題
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。
斯
く
し
て
吾
々
は
ス
ピ
ノ
覧
ザ
に
達
て
は
経
験
の
偶

然
性
、
非
合
理
牲
は
決
し
て
克
服
旧
れ
だ
の
で
な
く
、
從
っ
て
彼
の
演
繹
は
決
し
て
絶
品
的
演
繹
に

非
ざ
る
事
を
知
る
の
で
あ
る
。

　
だ
が
経
験
の
必
要
な
場
合
は
果
し
て
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
考
へ
る
如
く
、
軍
に
物
の
定
義
か
ら
推
理
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さ
れ
得
な
い
襟
態
の
存
在
の
認
識
に
の
み
限
ら
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。
永
遽
の
眞
理
た
る
物
の

本
質
の
登
見
に
は
纏
験
は
何
等
の
事
々
を
し
な
い
の
で
あ
ら
う
か
。
私
は
斯
く
考
へ
る
事
は
出

來
な
い
。
　
　
度
帥
の
世
界
に
於
け
る
内
在
が
許
容
さ
れ
る
な
ら
ば
帥
の
認
識
は
最
早
置
界
の
認

識
か
ら
の
抽
象
で
は
あ
り
得
な
い
。
「
如
何
な
る
物
膿
或
は
現
實
に
存
在
す
る
個
物
の
観
念
も
皆

必
然
に
紳
の
永
遠
無
限
の
本
質
を
包
含
す
る
」
（
団
臼
”
戸
H
k
．
δ
）
。
從
っ
て
帥
の
永
遠
無
限
の
本
質

の
認
識
は
理
性
か
ら
の
誘
導
で
な
く
先
づ
個
物
の
槻
念
の
分
析
か
ら
始
ま
ら
ね
ば
な
ら
濾
○
そ

れ
は
「
物
ご
偶
然
に
接
鰯
す
る
事
に
撃
て
此
或
は
彼
の
物
を
槻
察
す
る
」
の
意
昧
畠
で
な
く
「
多
く
の
物

を
同
時
に
槻
∵
察
す
る
｛
畢
に
・
田
　
て
、
其
一
致
差
別
及
”
び
反
謝
を
洞
嫁
恥
す
る
」
ご
云
ふ
優
献
阿
な
血
思
味
に
於

て
の
現
實
に
即
し
て
の
露
納
的
考
察
を
出
獲
黙
こ
す
べ
き
で
め
る
。
「
自
然
説
明
の
方
法
は
主
こ

し
て
自
然
歴
史
を
綜
合
し
、
そ
れ
を
確
實
な
材
料
ご
し
て
瞭
然
物
の
定
義
を
誘
導
す
る
所
に
在
る
」

（
露
δ
○
．
ら
9
目
邑
（
壁
ω
．
目
論
）
。
最
善
の
推
論
は
普
遍
的
格
率
か
ら
で
な
く
、
定
義
か
ら
誘
導
さ
れ
た

も
の
で
あ
る
。
だ
が
定
義
そ
れ
心
身
は
他
面
定
義
で
も
な
け
れ
ば
況
や
普
遍
的
格
峯
で
も
な
い

肖
然
歴
史
か
ら
誘
導
さ
れ
る
事
を
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
。
そ
こ
で
ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
於
て
は
本
質

ご
存
在
、
思
惟
ご
経
験
ご
は
如
．
何
な
る
意
味
に
於
て
封
立
し
又
如
何
な
る
意
昧
に
於
て
統
「
さ
れ

て
居
る
か
を
明
確
に
知
る
必
要
が
生
じ
來
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
ス
ビ
ノ
｝
ザ
叛
H
思
丁
の
方
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
從
へ
ば
物
の
本
質
ご
は
「
若
し
そ
れ
が
輿
へ
ら
れ
る
な
ら
ば
そ
れ
に
由
て
物
が

必
然
的
に
定
立
さ
れ
、
若
し
そ
れ
が
滅
さ
れ
る
な
ら
ば
そ
れ
に
由
て
物
が
必
然
的
に
滅
さ
れ
る
庭

の
も
の
」
換
言
す
れ
ば
「
そ
れ
な
く
ば
物
が
、
叉
反
封
に
物
な
く
ば
そ
れ
が
存
在
し
、
且
理
解
さ
れ
訟
所

の
も
の
」
で
あ
る
（
国
爵
‘
H
H
》
U
Φ
や
い
）
。
こ
の
本
質
の
定
義
に
從
へ
ば
存
在
ご
本
質
ε
は
直
接
的
關
連

を
成
し
て
居
る
事
が
明
白
で
あ
る
。
だ
が
そ
れ
に
は
限
界
が
あ
る
。
師
ち
存
在
と
本
質
の
一
義

的
一
致
は
た
や
實
膿
に
就
て
の
み
云
ひ
得
ら
れ
る
。
自
己
原
因
こ
し
て
の
無
声
は
其
本
質
が
存

在
を
包
含
す
る
も
の
、
或
は
其
性
質
が
存
在
す
る
こ
し
て
の
み
考
へ
ら
れ
る
露
の
も
の
で
あ
る
。

實
禮
の
存
在
は
其
本
質
ピ
同
…
榛
に
永
遠
の
眞
理
で
あ
る
。
吾
々
は
今
ベ
ー
ン
シ
ユ
の
ス
ピ
ノ
ー

ザ
に
於
け
る
存
在
概
念
の
分
類
に
從
ひ
、
こ
れ
を
憩
及
び
趨
性
の
母
屋
。
q
ぎ
罷
国
地
籍
窪
N
ご
名
附
け
や

う
（
し
d
器
葛
o
F
国
≦
お
犀
魚
け
芦
電
U
髭
卑
び
魚
ω
℃
ぎ
O
N
爵
囚
9
ド
訴
ω
単
射
o
P
ゆ
q
・
ω
蝕
ψ
刈
H
）
o
だ
が
標
態
に
煮
て
は
此

如
き
本
質
ご
存
在
の
一
致
は
可
能
で
な
い
。
帥
ち
様
態
例
へ
ば
入
間
の
本
質
は
必
然
的
存
在
を

包
含
し
な
い
。
臼
然
に
於
け
る
入
間
の
存
在
は
他
の
よ
り
強
大
な
外
部
の
カ
に
依
て
無
限
に
凌

駕
さ
れ
得
る
。
從
っ
て
人
間
の
存
在
は
永
遠
で
は
な
い
。
だ
が
又
人
間
の
存
在
の
否
定
は
同
時

に
人
間
の
本
質
の
否
定
を
意
味
し
な
い
。
総
じ
て
標
態
の
本
質
は
其
現
象
的
存
在
ご
共
に
濾
滅

せ
す
、
實
膿
及
び
属
性
に
於
て
永
遠
に
包
含
さ
れ
て
居
る
。
そ
れ
は
た
や
現
象
的
存
在
の
塾
風
に



潤
て
の
み
存
在
し
な
い
ε
云
ひ
得
る
に
過
ぎ
な
い
。
吾
々
は
再
び
べ
ー
ン
シ
ユ
の
分
類
に
從
ひ

様
態
の
本
質
の
存
在
を
出
営
げ
Φ
讐
戸
浮
弓
。
器
楽
目
算
Φ
農
様
態
の
現
象
的
存
在
を
U
磐
。
マ
国
邑
馨
①
養
ε
名
附

け
得
る
で
あ
ら
う
（
］
W
8
蕊
o
F
国
9
a
9
）
。

　
襟
態
の
存
在
の
此
如
き
二
種
性
は
其
存
在
が
内
的
原
因
ビ
し
て
の
本
質
以
外
に
外
的
原
因
た

る
自
然
の
秩
序
に
依
て
規
定
さ
れ
る
所
の
被
刷
野
営
存
在
性
に
基
附
く
の
で
あ
る
。
　
三
角
形
の

本
質
は
其
内
角
の
和
が
二
直
角
に
等
し
い
ご
云
ふ
野
駈
あ
る
○
だ
が
何
故
に
　
定
の
三
角
形
が

早
耳
に
存
在
す
る
か
ご
云
ふ
事
は
其
本
質
の
み
か
ら
誘
導
さ
れ
得
な
い
。
勿
論
そ
れ
は
其
本
質

の
表
現
こ
し
て
以
外
に
は
存
在
し
得
な
い
で
あ
ら
う
。
だ
が
該
三
角
形
の
「
定
の
時
間
的
塞
聞

耳
存
在
は
更
に
外
的
原
因
の
連
鎖
を
必
要
こ
す
る
○
從
っ
て
そ
の
存
在
は
軍
に
本
質
の
み
に
依

て
規
定
さ
れ
す
、
自
然
の
秩
序
に
依
て
規
定
さ
れ
、
其
限
り
そ
れ
は
墾
化
的
で
あ
り
、
又
総
じ
て
人
間

は
自
然
の
秩
序
に
吊
し
て
は
完
全
な
る
認
識
を
持
ち
得
な
い
故
に
馬
丁
客
観
的
に
は
必
然
的
で

あ
る
ご
し
て
も
入
間
的
理
解
力
に
ご
つ
て
は
究
極
に
曾
て
は
偶
然
的
た
る
に
留
ま
る
。
様
態
の

個
物
こ
し
て
の
存
在
は
斯
く
し
て
合
理
的
に
は
説
明
さ
れ
得
な
い
経
験
の
事
實
ビ
し
て
承
認
す

る
外
に
遣
が
な
い
。
こ
れ
が
私
の
先
き
に
指
摘
し
た
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
許
容
す
る
唯
一
の
偶
然
性

で
あ
る
。
然
ら
ば
本
質
ご
存
在
ご
は
全
然
矛
盾
し
て
居
る
か
ご
云
ふ
に
決
し
て
さ
う
で
は
な
い
○

　
　
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
暫
墨
の
方
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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○
○

本
質
と
は
尊
き
に
云
た
如
く
「
そ
れ
な
く
ば
物
が
、
又
反
謝
に
罪
な
く
ば
そ
れ
が
存
在
し
、
且
理
解
さ

れ
ぬ
露
の
も
の
」
で
あ
る
○
襟
態
の
存
在
は
平
倉
本
質
の
み
な
ら
す
、
そ
れ
以
外
の
外
的
原
因
に
依

て
も
亦
規
定
さ
れ
る
ご
し
て
も
本
質
は
存
在
に
於
て
の
み
實
現
さ
れ
る
の
で
あ
り
、
か
、
る
存
在

か
ら
抽
象
さ
れ
た
本
質
は
輩
な
る
可
能
的
概
念
に
過
ぎ
な
い
。
存
在
は
本
質
な
く
し
て
は
存
在

し
、
心
理
解
さ
れ
得
な
い
如
く
，
本
質
も
亦
存
在
な
く
し
て
は
存
在
し
、
且
理
解
さ
れ
得
な
い
。
　
魚
は

水
に
撃
て
存
在
す
る
、
だ
が
此
存
在
は
同
時
に
其
本
質
で
あ
る
。
存
在
は
種
々
の
非
本
質
的
外
的

原
因
に
側
て
規
定
さ
れ
、
其
限
り
純
粋
な
る
本
質
の
表
現
で
は
あ
り
得
な
い
が
而
も
繕
事
は
存
在

の
置
ハ
の
存
在
及
び
認
識
根
心
は
本
質
で
あ
る
事
に
矛
盾
し
な
い
。
外
的
原
因
か
ら
抽
象
さ
れ
た

存
在
は
可
能
で
あ
る
が
、
本
質
か
ら
抽
象
さ
れ
た
存
在
は
全
然
た
る
自
家
撮
着
で
あ
る
。
自
然
物

は
如
何
に
外
物
に
依
て
強
制
さ
れ
、
決
定
さ
れ
る
こ
し
て
も
そ
れ
が
絶
馬
煙
無
な
ら
ざ
る
限
り
本

質
的
活
動
的
た
る
事
を
失
は
な
い
。
如
何
な
る
物
も
紳
ご
の
直
接
的
結
合
か
ら
絶
劇
的
に
分
離

さ
れ
得
す
、
紳
的
本
質
の
閃
光
は
総
て
の
物
に
斯
て
輝
い
て
居
る
の
で
あ
る
。

　
以
上
論
じ
た
如
く
本
質
ご
存
在
こ
の
必
然
的
連
絡
は
非
本
質
的
外
的
原
因
の
妨
害
に
も
か
、

は
ら
す
そ
れ
に
依
て
失
は
れ
る
事
は
な
い
。
從
っ
て
本
質
の
認
識
ご
存
在
の
認
識
こ
も
亦
分
離

さ
れ
得
す
、
相
互
制
約
を
成
し
て
居
る
事
が
推
定
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
從
へ
ば



エ01

「
人
間
精
棘
の
現
實
輝
国
を
形
成
す
る
最
初
の
も
の
は
現
實
に
存
在
す
る
個
物
の
槻
念
に
外
な
ら

ぬ
」
（
国
｝
y
H
囲
・
”
　
野
帰
）
。
か
、
る
個
物
の
早
期
は
尊
き
に
も
云
だ
如
く
假
今
客
観
的
に
は
自
然
の
必

然
的
産
物
で
あ
る
ご
し
て
も
人
聞
的
理
解
力
に
ご
つ
て
は
最
早
軍
な
る
概
念
か
ら
演
繹
さ
れ
得

ぬ
偶
然
的
事
實
疑
し
て
禮
験
さ
れ
る
に
留
ま
る
。
か
、
る
個
物
の
観
念
は
軍
に
そ
れ
だ
け
で
は

漠
然
た
る
も
の
で
あ
り
、
蓋
然
的
知
識
以
上
の
も
の
で
な
く
、
又
此
限
り
そ
れ
は
総
て
の
誤
謬
の
因

を
成
し
て
居
る
。
デ
カ
ル
ト
、
ホ
ッ
ブ
ス
及
び
其
他
の
場
合
ε
同
様
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
唯
理
主
義
も

亦
戚
性
的
性
質
の
主
簿
化
か
ら
出
沸
す
る
○
人
間
精
淋
が
外
部
の
物
膿
を
知
曝
す
る
の
は
入
間

の
身
膿
の
外
的
物
膿
に
よ
る
刺
戟
に
基
附
い
て
居
る
。
從
っ
て
物
干
の
知
畳
は
物
膿
の
性
質
ご

同
時
に
身
膿
の
性
質
を
包
含
し
、
其
限
り
に
斯
て
そ
れ
は
物
膿
そ
れ
即
事
の
妥
當
な
る
認
識
を
與

へ
得
な
い
。
だ
が
人
間
の
認
識
の
順
序
か
ら
云
へ
ば
因
果
律
的
に
最
初
の
も
の
は
時
間
的
に
最

後
で
あ
り
、
因
果
律
的
に
最
後
の
も
の
は
時
間
的
に
最
初
こ
な
る
。
人
間
界
騨
に
先
づ
最
初
輿
へ

ら
れ
る
も
の
は
個
物
の
槻
念
で
あ
り
、
こ
れ
が
今
後
の
本
質
探
究
の
出
登
瓢
を
成
す
の
で
あ
る
。

剛
切
の
表
象
の
興
理
性
を
否
定
す
る
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
唯
理
主
義
は
か
、
る
表
象
を
本
質
認
識
の

基
礎
こ
す
る
事
を
全
然
認
め
な
い
標
に
見
え
る
。
實
際
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
本
質
の
定
義
は
本
葺
幾

何
學
的
直
走
を
基
礎
こ
し
て
居
り
、
具
禮
的
自
然
物
の
定
義
は
籐
）
問
題
に
さ
れ
て
居
ら
澱
の
で

　
　
　
　
ス
ビ
ノ
署
ザ
一
質
墨
丁
の
方
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
一
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一
〇
二

あ
る
。
．
数
學
的
認
識
の
甥
象
は
全
然
實
在
か
ら
抽
象
さ
れ
た
も
の
で
あ
り
が
、
る
抽
象
的
甲
形

例
へ
ば
圓
の
構
成
の
方
則
は
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
云
ふ
如
く
下
馬
自
然
に
予
て
か
、
る
構
成
が
存
在

し
な
い
ぜ
し
て
も
圓
の
概
念
の
最
も
容
易
な
る
構
成
法
ご
し
て
眞
理
た
る
事
に
早
り
が
な
い

（
｝
ぴ
．
p
・
9
洲
貯
き
ら
・
＜
。
プ
浄
』
）
○
だ
が
吾
々
は
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
方
法
を
全
然
数
々
的
認
識
ご
同
一
視

す
る
事
を
戒
心
せ
ね
ば
な
ら
澱
。
假
令
・
彼
の
方
法
が
幾
何
心
的
方
法
の
名
に
依
て
’
郷
ら
れ
る
如

く
、
其
根
源
を
幾
何
學
に
於
て
持
っ
て
居
る
こ
し
て
も
彼
は
他
方
に
於
て
抽
象
的
数
學
的
写
象
ご

實
在
的
時
好
的
自
然
物
こ
の
和
蓮
を
意
識
し
て
居
り
（
≧
∪
．
許
9
ζ
二
ρ
9
＜
o
噌
・
励
O
U
）
、
方
法
の
出
登

鮎
た
る
べ
き
存
在
こ
し
て
の
自
然
と
抽
象
的
絡
率
ご
の
混
同
を
戒
め
て
居
る
の
で
あ
る
。
た
“

彼
が
此
馬
煙
的
認
識
ご
自
然
認
識
ご
の
相
違
を
全
面
的
に
、
特
に
経
験
の
見
地
に
於
て
充
分
に
把

握
し
な
か
っ
た
所
に
彼
の
獅
断
的
唯
理
主
義
を
見
る
事
が
出
職
る
。
私
は
か
、
る
制
約
の
下
に

ス
ピ
ノ
ー
ザ
は
慮
然
認
識
に
於
け
る
思
惟
ε
経
験
こ
の
国
外
を
如
何
に
考
へ
て
居
た
か
、
少
し
く

論
じ
て
見
た
い
ご
思
ふ
。

　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
從
へ
ば
「
尋
問
精
帥
は
軍
に
現
實
に
於
て
存
在
す
る
身
膿
の
残
念
が
含
む
所
の

も
の
、
叉
は
そ
れ
か
ら
推
理
さ
れ
得
る
も
の
、
み
を
思
惟
に
由
て
把
握
し
得
る
。
蓋
し
戦
国
の
本

質
は
専
ら
そ
れ
が
現
實
に
於
て
存
在
す
る
身
艦
の
槻
念
で
あ
る
所
に
成
立
し
、
從
っ
て
精
紳
の
認
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識
能
力
は
輩
に
此
身
膿
の
概
念
が
自
己
に
於
て
含
む
も
の
、
或
は
そ
れ
か
ら
結
果
す
る
慮
の
も
の

に
し
か
達
し
な
い
か
ら
で
あ
る
」
（
し
d
憎
．
9
）
。
こ
れ
に
依
て
見
れ
ば
自
然
の
存
在
の
血
膿
的
規
定
は

三
三
若
く
は
総
じ
て
物
禮
の
観
念
の
分
析
か
ら
出
乱
し
、
そ
れ
に
由
て
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
事

が
明
臼
に
看
取
さ
れ
得
る
○
ス
ピ
ノ
ー
ザ
が
紳
を
思
惟
す
る
物
質
ご
し
て
規
定
し
に
事
は
か
、

る
物
膿
の
二
念
の
全
面
的
考
察
の
結
果
に
外
な
ら
ぬ
○
だ
が
個
物
の
凱
念
即
ち
表
象
を
白
H
然
認

識
の
乱
獲
黙
ご
し
て
選
ぶ
事
は
表
象
の
眞
理
性
の
否
定
ご
如
何
に
し
て
一
致
し
得
る
か
。
惟
ふ

に
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
唯
理
主
義
は
現
象
論
ご
見
ら
る
べ
き
程
表
象
の
客
湿
性
を
否
定
し
た
の
で
は

な
い
で
あ
ら
う
。
實
在
轟
轟
骨
壷
に
從
へ
ば
世
界
は
思
惟
ご
は
品
評
に
そ
れ
に
個
有
の
方
則
に

從
っ
て
延
長
的
實
膿
か
ら
生
産
さ
れ
た
客
槻
的
存
在
で
あ
り
、
か
、
る
客
槻
的
存
在
に
封
癒
す
る

意
識
が
即
ち
表
象
で
あ
る
。
表
象
は
主
概
的
槻
念
論
の
云
ふ
如
く
軍
な
る
心
理
的
性
質
で
は
な

い
。
そ
れ
は
「
現
實
に
存
在
す
る
個
物
の
観
念
」
で
あ
る
。
精
紳
が
そ
れ
唐
禮
に
於
て
も
亦
何
壌
に

於
て
も
存
在
せ
ざ
る
如
き
物
を
戚
議
し
得
る
ご
云
ふ
事
は
精
紳
が
畠
身
の
カ
に
依
て
何
物
に
も

属
せ
ざ
る
槻
念
、
戚
畳
を
産
出
し
得
る
事
を
意
味
す
る
の
で
あ
っ
て
、
結
極
そ
れ
は
精
聯
を
一
部
分

帥
ε
同
＝
硯
す
る
事
に
外
な
ら
な
い
（
諺
び
」
ピ
9
霊
得
．
9
＜
①
さ
噸
ひ
。
）
。
表
象
は
そ
れ
だ
け
で
は
實
在

の
妥
醤
な
る
認
識
を
與
へ
得
な
い
が
、
而
も
そ
れ
な
く
し
て
は
假
今
部
分
的
に
せ
よ
、
客
観
的
世
界

　
　
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
學
の
方
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三
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一
〇
四

を
意
識
す
る
事
が
出
主
な
い
Q
そ
れ
は
ヨ
剛
提
な
き
結
論
」
こ
し
て
不
完
全
で
は
あ
ら
う
が
結
論
の

眞
理
性
こ
そ
前
提
呼
応
の
刺
戟
こ
な
り
得
る
の
で
あ
る
。
「
入
間
精
…
紳
は
そ
れ
に
由
て
精
密
が
自

身
及
び
其
身
禮
並
に
外
部
の
心
血
を
現
實
に
存
在
す
る
も
の
ε
し
て
知
畳
す
る
所
の
魏
念
を
有

す
る
Q
そ
れ
故
に
精
血
は
帥
の
永
遠
無
限
な
る
本
質
の
妥
當
な
る
認
識
を
有
す
る
」
（
導
け
剛
ポ
H
罫
野

鞘
ざ
ゆ
①
脅
．
）
ご
云
ふ
の
は
表
象
め
心
理
性
心
槻
性
の
想
定
の
下
に
於
て
の
み
其
原
因
こ
し
て
の
憩

の
認
識
が
可
能
で
あ
る
事
を
意
昧
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
結
果
の
表
象
は
原
因
の
認
識
に
至
っ

て
始
め
て
實
在
の
完
全
な
る
認
識
を
興
へ
得
る
、
が
結
果
の
表
象
が
全
然
誤
謬
で
あ
る
な
ら
ば
、
師

ち
結
果
の
存
在
の
忠
實
な
反
映
で
あ
り
得
な
い
な
ら
ば
が
、
る
存
在
の
原
因
を
認
識
探
究
せ
ん

こ
す
る
事
は
表
象
以
外
に
個
物
の
認
識
の
根
源
は
あ
り
得
な
い
故
に
全
然
不
可
能
ご
云
は
ね
ば

な
ら
ぬ
○
然
ら
ば
若
し
経
験
が
思
惟
を
規
定
す
る
事
が
容
認
さ
れ
る
な
ら
ば
ス
ピ
ノ
ー
ザ
が
「
悟

性
改
善
論
、
倫
理
學
」
に
於
て
強
調
す
る
悟
性
の
畠
感
性
は
如
何
に
解
繹
さ
る
べ
き
で
あ
ら
う
か
。

彼
に
從
へ
ば
請
荷
は
精
紳
が
謝
象
か
ら
働
を
受
け
る
事
を
示
す
が
概
念
は
精
紳
の
働
を
示
し
て

湿
る
（
卑
r
H
が
U
①
や
望
園
雪
暮
’
）
。
戚
昼
は
精
脚
の
カ
に
由
漏
せ
す
、
外
的
原
因
に
依
存
す
る
故
に
精

神
を
受
働
的
關
係
に
入
ら
し
め
る
。
然
る
に
悟
性
は
物
膿
の
偶
然
的
刺
戟
で
な
く
、
純
な
る
精
帥

に
基
附
く
活
動
な
る
故
に
、
能
動
的
で
あ
り
、
斯
く
て
精
工
は
悟
性
に
湿
て
の
み
表
象
力
の
受
動
性
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か
ら
解
放
さ
れ
得
る
の
で
あ
る
。
だ
が
純
粋
な
る
精
紳
的
活
動
ご
し
て
の
悟
性
は
抽
象
で
あ
る
。

ス
ピ
ノ
ー
ザ
に
從
へ
ば
入
間
は
精
神
及
び
身
購
…
よ
り
成
る
精
…
紳
的
物
理
的
統
「
で
あ
る
。
斯
く

精
帥
の
第
一
次
的
醤
象
は
身
催
に
外
な
ら
ぬ
故
に
精
紳
の
性
質
の
研
究
は
同
時
に
身
艦
の
性
質

、
の
研
究
を
必
要
ご
す
る
（
国
臼
ご
戸
賢
部
｝
§
．
）
。
人
聞
は
身
膿
を
以
て
世
界
ご
接
罪
し
、
世
界
を
認

識
す
る
○
「
身
贈
　
に
予
て
存
在
す
る
事
は
帥
ち
世
界
に
歴
て
存
在
す
る
事
で
あ
る
○
」
（
同
2
Φ
『
9
0
F

O
σ
興
⊆
o
p
：
曽
跨
亀
竃
鐙
号
弓
国
鵠
○
の
○
℃
崔
ρ
、
”
ω
・
名
●
員
ω
』
t
）
入
間
は
自
己
の
甘
言
を
介
し
て
外
部
の
物

膿
を
多
く
の
仕
方
に
於
て
動
か
し
、
叉
そ
れ
に
依
て
鋤
か
さ
れ
る
。
故
に
「
入
間
精
紳
は
甚
だ
多
く

の
物
を
知
畳
す
る
能
力
を
有
し
、
且
こ
の
能
力
は
其
身
艦
が
　
層
多
く
の
仕
方
で
影
響
さ
れ
得
る

に
從
っ
て
国
々
大
で
あ
る
」
（
国
恥
r
H
姐
ご
二
）
o
悟
性
的
反
省
は
表
象
か
ら
出
獲
す
る
、
が
そ
れ
は
表

象
の
個
々
の
偶
然
的
印
象
か
ら
自
由
で
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
こ
れ
は
當
然
の
事
で
あ
る
○
だ
が

吾
々
は
同
時
に
悟
性
は
純
輝
な
る
精
紳
的
活
動
で
な
く
て
黒
革
的
威
性
的
活
動
帥
ち
身
艦
の
物

膿
に
草
す
る
働
き
、
及
び
逆
に
物
膿
の
身
膿
に
封
ず
る
働
き
を
土
豪
ご
し
て
居
る
事
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
。
そ
れ
故
理
性
的
生
活
に
ε
っ
て
「
人
間
の
身
禮
が
多
型
な
る
仕
方
で
動
か
さ
れ
る
事

が
出
來
る
や
う
に
影
響
す
る
も
の
、
或
は
そ
れ
を
し
て
外
部
の
形
燈
を
華
墨
な
る
仕
方
に
於
て
動

か
す
事
を
得
し
め
る
も
の
」
程
有
用
な
も
の
は
な
く
（
国
費
焼
く
亀
目
．
O
。
。
）
、
叉
「
甚
だ
多
く
の
事
を
爲
し
得

　
　
　
　
ス
ビ
ノ
ー
ザ
蝋
質
思
㍗
の
方
法
に
蔀
肌
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
〇
五
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折
q
一
丁
…
究
　
第
ハ
百
山
ハ
十
諏
ハ
號
‘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
山
江

る
御
燈
を
有
す
る
人
は
其
大
部
分
が
永
還
な
る
藁
箒
を
有
す
る
」
の
で
あ
る
（
］
円
け
び
・
”
～
謬
H
㌧
●
ω
O
）
。
斯

如
く
悟
性
は
非
域
性
的
思
惟
で
な
一
、
胃
性
の
物
膿
に
封
ず
る
積
極
的
活
動
、
身
騰
的
活
動
を
介
し

て
の
物
騰
の
實
験
、
考
察
を
漏
壷
ご
し
て
居
る
。
從
っ
て
此
實
験
、
考
察
に
よ
っ
て
確
謹
さ
れ
ざ
る

思
惟
は
蒼
然
そ
れ
に
適
議
す
る
他
の
思
惟
に
由
て
代
位
さ
れ
ね
ば
な
ら
諏
。
現
に
ス
ピ
ノ
ー
ザ

は
表
象
の
説
明
に
於
て
「
余
が
叢
に
採
用
し
た
総
て
の
假
定
は
経
験
に
依
て
確
定
さ
れ
ぬ
事
を
包

含
せ
ぬ
故
に
、
余
は
眞
の
原
因
か
ら
非
常
に
遠
海
か
つ
て
み
る
ご
は
信
じ
な
い
。
爾
経
験
に
就
て

は
吾
々
は
人
間
の
身
膿
が
吾
々
の
面
す
る
如
く
に
存
在
す
る
事
を
謹
明
し
て
か
ら
は
最
早
そ
れ

を
疑
っ
て
は
な
ら
な
い
」
（
国
夢
．
》
H
H
き
着
蜀
○
蒔
。
・
慰
書
こ
ご
云
て
居
る
の
で
あ
る
。
實
二
二
方
法
に
基

附
か
ざ
る
無
音
的
淡
定
論
は
エ
ン
ゲ
ル
ス
の
云
ふ
如
く
輩
に
面
諭
な
言
葉
「
誤
認
に
於
て
個
々
の

場
合
偶
然
を
是
認
す
る
爲
に
言
葉
に
於
て
こ
れ
を
否
定
す
る
も
の
」
に
等
し
い
（
国
二
σ
q
似
ρ
U
巨
・
回
含
肉
⊆
●

累
9
9
ぴ
寓
巽
×
自
コ
鷺
δ
ρ
帰
・
三
～
自
ψ
D
9
）
そ
れ
故
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
悟
性
の
自
由
を
例
へ
ば
ウ
エ
ン
ッ

．
エ
ル
の
解
す
る
如
く
フ
イ
ヒ
プ
の
純
輝
事
行
に
比
較
す
る
の
は
（
名
①
褻
。
ご
b
δ
芝
（
坤
ρ
謬
8
聲
≡
日
Q

ω
冨
愁
舜
。
・
”
ψ
目
通
）
デ
カ
ル
ト
の
如
く
に
着
帯
を
實
膿
ご
歯
す
、
思
惟
の
｝
襟
態
ご
見
る
ス
ピ
ノ
ー

ザ
に
は
到
底
適
用
出
面
な
い
。
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
手
丸
に
於
て
重
要
問
題
の
一
を
成
す
三
＄
8
雫

唄）

寞
R
ご
監
つ
9
三
。
邑
ω
の
問
題
の
稔
當
な
解
決
は
フ
イ
ヒ
ラ
の
観
念
論
叉
は
ロ
ッ
ク
の
戚
畳
論
の
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何
れ
に
も
な
く
、
寧
ろ
懸
者
の
綜
合
に
於
て
存
す
る
で
あ
ら
う
（
＜
騨
潟
・
嵐
の
。
智
さ
O
O
。
。
。
窪
○
げ
3
（
尊
ゴ
2
？

機
曾
℃
窪
○
ω
○
で
ぼ
ρ
G
り
’
お
↑
出
）
Q
精
神
は
虚
血
の
槻
念
τ
あ
る
ご
は
其
無
意
識
愚
智
念
で
な
く
意
識

的
槻
念
で
あ
る
事
で
あ
る
。
無
内
容
な
無
規
定
な
置
畳
で
な
く
、
　
定
の
内
容
を
持
つ
自
畳
で
あ

る
事
で
あ
る
。
有
限
な
る
人
間
的
悟
性
は
全
自
然
の
観
念
興
る
無
限
な
思
惟
ご
異
り
、
…
軍
に
身
騰

を
媒
介
ご
し
て
の
み
外
界
を
認
識
す
る
。
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
の
云
ふ
如
く
入
間
の
認
識
能
力
は
身
膿

の
槻
念
の
含
む
所
の
も
の
又
は
そ
れ
か
ら
推
論
さ
れ
得
る
所
の
も
の
以
上
に
籏
大
さ
れ
得
な
い
。

悟
性
の
推
論
は
人
間
の
戚
畳
的
経
験
、
身
膿
的
活
動
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
、
漸
く
規
定
さ
れ
て
の
み

具
禮
的
現
實
的
だ
り
得
る
の
で
あ
る
。
そ
れ
は
個
々
の
偶
然
的
表
象
か
ら
自
由
で
あ
る
、
だ
が
そ

れ
は
総
て
の
表
象
を
し
て
其
本
質
其
方
則
性
を
語
ら
し
め
、
そ
れ
に
聴
從
せ
ん
が
爲
で
あ
る
。
ス

ピ
ノ
ー
ザ
が
其
初
期
に
於
て
ブ
ル
ー
ノ
、
ヵ
ム
バ
ネ
ル
ラ
等
の
紳
秘
的
自
然
暫
學
の
影
響
の
下
に

認
識
を
以
て
純
輝
な
受
動
、
外
的
甥
象
こ
の
一
致
、
或
は
ご
Q
蔑
帥
三
門
q
Q
2
毎
ω
ψ
鳥
韓
ω
勲
。
】
δ
・
。
0
8
馨
、
、
ご
解

し
た
事
は
カ
ッ
シ
ラ
ー
の
論
理
主
義
的
解
繹
に
か
、
は
ら
す
（
＜
騨
6
霧
珍
。
詳
U
霧
国
津
昭
一
’
3
δ
嘆
〇
三
①
芦

同
ご
ω
．
X
典
．
F
。
。
N
露
）
實
は
彼
の
全
平
馬
の
根
本
基
調
こ
も
見
ら
る
べ
き
も
の
で
あ
）
、
彼
が
「
悟
性

改
善
論
」
．
倫
叫
号
二
に
於
て
強
調
す
る
悟
性
の
腰
挿
性
は
究
極
に
於
て
は
全
自
然
こ
の
一
致
其
忠
實

な
反
映
を
目
的
と
し
て
居
る
の
で
あ
る
。
親
念
の
秩
序
は
自
然
の
秩
序
ご
鋤
癒
し
そ
れ
に
猛
て

　
　
　
ス
ピ
ノ
ー
ザ
暫
學
の
方
法
に
就
て
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
〇
七
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折
離
學
研
究
　
　
第
㎝
百
山
ハ
十
六
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
「
○
八

規
定
さ
れ
る
。
斯
く
し
て
ス
ピ
ノ
ー
ザ
哲
學
の
方
法
は
存
在
の
生
産
で
な
く
し
て
其
結
合
で
あ

る
。
そ
れ
は
表
象
に
依
て
宇
宙
的
全
禮
的
存
在
の
關
聯
か
ら
抽
象
さ
れ
た
個
物
を
再
び
そ
れ
ご

結
合
し
、
そ
れ
に
復
讐
せ
し
め
る
○
　
表
象
の
偶
然
性
を
そ
れ
に
外
面
的
な
悟
性
概
念
に
二
三
せ
し

め
る
の
で
な
く
、
そ
れ
に
個
有
且
内
面
的
な
自
然
の
秩
序
に
從
肥
せ
し
め
る
事
に
よ
っ
て
必
然
化

す
る
。
思
惟
は
自
己
臼
的
で
な
い
。
思
惟
は
そ
れ
が
～
致
す
べ
き
原
型
を
内
で
な
く
外
に
於
て

持
っ
て
居
る
。
何
故
な
ら
ば
眞
理
は
自
然
で
あ
り
、
自
然
が
眞
理
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。


